


皇學館大学は、明治 15（1882）年に創立されて以来、日本学の学術拠点として

専門研究の進展に寄与するとともに、日本人が古くから持ち続けてきた「道義心」

や「和」「敬虔」「勤倹」「感謝」を中心とする人間教育を展開し、日本全国に数多く

の教員や公務員、企業人、神職を送り出してきました。

現在わが国は新型コロナウイルスの感染拡大に加え、少子化や、産業構造の変化、

コミュニティの衰退、人間関係の稀薄化、地域間格差の広がりなど、複雑で重層的

な問題に直面しています。さらに近年の情報通信技術の加速化や労働市場や就業状

況の流動化などが社会の急激な変化にさらに拍車をかけています。この状況は本学

の立地する南勢地域をはじめ、三重県全域もその例外ではありません。

この「社会連携事例集」は、皇學館大学の教員が学内外で行っている社会との連

携活動、社会への貢献事例の一端を紹介するものです。本学には文学部、教育学部、

現代日本社会学部のほか、大学院、教育開発センター、研究開発推進センター（佐

川記念神道博物館、神道研究所、史料編纂所）があり、ユニークな研究・教育活動

が進められています。

これまで本学は教育・研究から生まれた大学の「知」を活用し、大学のもつ様々

な資源を積極的に活用して地域社会への貢献を図ってまいりましたが、これからも

伊勢志摩圏域及び三重県における「地（知）の拠点」の大学として、地域の方々、

企業、団体、行政、教育機関等学外諸機関との連携に取り組み、地域社会における

新たなネットワークづくりを推進し、地方創生・活性化に貢献してまいりたいと考

えています。

　　 令和５年５月

【お問い合わせ　窓口】
皇學館大学 企画部 地域連携推進室
住　　所：〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町1704番地
電話番号： 0596-22-8635
E-mail：kikaku@kogakkan-u.ac.jp
URL：https://www.kogakkan-u.ac.jp

皇學館大学長　河  野　 訓

ま え が き
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所　　　属 文学部　神道学科　教授

氏　　　名 板井　正斉

専 門 分 野 宗教学／宗教社会学

所 属 学 会 日本宗教学会／「宗教と社会」学会／神道宗教学会

キーワード 民俗学・神道 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動
地域社会活動

地域文化を活用した地域振興
地域文化を活用した防災対策

連携事業等へのアピールポイント
人と人の現代的なつながり方に伝統的な価値観がどのような影響を与えあっているのかについて関心を持っています。特
に神社・祭礼などの地域文化資源が、地域課題の解決に果たす役割に注目しています。

主な研究課題と今後の展開
題目：地域神社に関する地理空間（GIS）分析
概要（背景）：本研究では、わが国の人口減少が地域神社に及ぼす社会構造的な影響を GIS による神社周辺人口の増減分
析から明らかにすることを目的とする。そのためにまず国税庁が公開している法人番号データ（名称、所在地、法人番号）
から「推定宗教法人データ」を作成し［桐村・板井・相 2017］、同データを用いた推定神社・推定寺院の半径 500 m バッファー
内の推定人口を 2015（平成 27）年国勢調査の小地域（町丁・字等別単位）人口から面積按分した。その結果、全国の寺
社半径 500 m バッファー内推定人口 25 人以下の推定神社が 10,418 社（全神社数の 12.9％）、推定寺院が 7,554 寺（全
寺院数の 10.1％）存在する可能性を指摘した［板井 2019］。
到達目標と令和３年度の取り組みのポイント：神社周辺の人口（推定神社半径 500m バッファー内推定人口）を国土数値
情報「500m メッシュ別将来推計人口」（分析範囲は、自治体単位の約 880 倍）の三重県を取り上げて 2015 年と 2050
年から面積按分し、35 年後の人口増減率の分析を試みる。また将来的には人口以外に祭礼の継続状況など動的な変数を用
いることで、人口減少のもたらす地域神社への影響をより実証的に明らかにする。

社会活動（学外委員等）

宗教文化教育推進センター運営委員（令和元年 6 月 29 日～現在に至る）
明和町文化財保存活用地域計画協議会委員（平成 30 年 11 月 01 日～現在に至る）
神社本庁教学委員（平成 28 年 7 月 01 日～現在に至る）

講演活動実績
地方創生と文化財（令和元年 10 月、志摩文化財調査保護委員協議会）／聖地巡礼ブームと熊野～なぜ、若者は熊野を目
指すのか？～（平成 30 年 12 月、早稲田大学オープンカレッジ講座「世界における紀伊半島・熊野の魅力」）
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所　　　属 文学部　神道学科　特命教授

氏　　　名 加茂　正典

専 門 分 野 神道史／神道祭祀／日本文化史

所 属 学 会 神道史学会／文化史学会／日本書紀研究会／日本歴史学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 神道、日本文化についての調査・研究と教育

連携事業等へのアピールポイント

主な研究課題と今後の展開
前近代の神道史。朝廷祭祀と神宮祭祀の歴史的研究。

社会活動（学外委員等）

神道史学会委員（平成 24 年～）
神社本庁参与（平成 28 年～）
神社本庁教学委員（平成 29 年～）

講演活動実績
大嘗祭考　神道宗教学会公開シンポジウム　平成 30 年 12 月 8 日　國學院大學
神社本庁総合研究所主催中堅神職研修　平成 31 年 2 月 8 日　神宮道場
大嘗祭の神饌　猿田彦神社研修会　令和元年 5 月 22 日　猿田彦神社
大嘗祭の意義　全国清々会講演　令和元年 6 月 6 日　八坂神社
践祚式（剣璽渡御儀礼）　國學院大學文化講演会　日本古代の皇位継承　令和元年 6 月 8 日　國學院大學
即位式と大嘗祭　熱田神宮文化講座講演　令和元年 9 月 7 日　熱田神宮
古代の大嘗祭　京都アスニー講座　令和元年 9 月 20 日　京都市生涯学習総合センター
大嘗祭の意義　伊勢神宮崇敬会講演　令和元年 10 月 27 日　神宮会館
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所　　　属 文学部　神道学科　教授

氏　　　名 中山　郁

専 門 分 野 宗教学（山岳宗教、修験道・戦争慰霊・日本近代宗教史）／高等教育

所 属 学 会 日本宗教学会・日本山岳修験学会・軍事史学会・神道宗教学会・大学教育学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

山岳にかかわる
宗教・文化 市民ハイキングや野外学習活動

戦争と慰霊に
関する教育 市民講座や野外学習会等

連携事業等へのアピールポイント
おもに近代における地域社会の歴史を知るための講座や野外での見学会を行う場合はお役に立てるかと思います。大学で
は課外授業として学生を引率し朝熊岳を修験道の修行方式で登る体験修行を行い好評を得ています。

主な研究課題と今後の展開
日本の山岳宗教、とくに修験道やシャーマニズムの研究をおこなうとともに、海外における戦争慰霊（遺骨収集・慰霊巡拝等）
のフィールドワークを進めています。今後は前者においては「修行」の検討を、後者においてはこれまでの研究を著作と
して発表することを目指しています。

社会活動（学外委員等）

講演活動実績
令和 2 年 11 月 18 日　愛知学院大学文学部 FD 研究会講師
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所　　　属 文学部　神道学科　特別教授

氏　　　名 橋本　雅之

専 門 分 野 国文学／国語学／神話学

所 属 学 会 萬葉学会／上代文学会／古事記学会／鈴屋学会

キーワード 歴史・文化 文学・言語学 民俗学・神道

連携分野（地域社会活動・産官学連携・文化振興活動 等の具体的な内容）

地域文化 国文学を通してみた観光産業の資源開拓

臨床心理学 神話・昔話を通してみた日本文化と日本人のメンタリティの見直し

連携事業等へのアピールポイント
講演会活動を中心として、今後も連携事業への積極的な取り組みを果たしていきたいと考えている。

主な研究課題と今後の展開
１、古代文学、とくに風土記の研究と水戸学の関連を通して近世後期の思想史と地誌研究の関連を究明する。
２、神話・昔話を通してみた日本文化の深層心理の究明する。

社会活動（学外委員等）

特になし

講演活動実績
「風土記の世界」（岩倉市生涯学習センター  平成 30 年 7 月 28 日）／「風土記の魅力」（近鉄文化サロン  平成 30 年 10 月 20 日）
／「神武天皇即位の道」（宮崎県立図書館　平成 31 年１月 13 日）／「風土記にみる日本文化」（近鉄文化サロン 平成 31 
年 4 月 20 日）／「風土記が語る古代」（宮崎県、神話のふるさと県民大学　令和元年 10 月 5 日）／「風土記の神、人、里」

（近鉄文化サロン 令和元年 12 月 21 日）／「出雲風土記の神話と伝説」（オンライン講演、主催　島根県古代文化センター
令和 2 年 11 月 22 日）／「古代摂津国の伝説と風土記」（近鉄文化サロン　令和４年７月２日）
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所　　　属 文学部　神道学科　教授

氏　　　名 松本　丘

専 門 分 野 神道史／神道思想史

所 属 学 会 皇學館大学人文学会／神道史学会／神道宗教学会／日本宗教学会／明治聖徳記念学会／
日本思想史学会／鈴屋学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

神道・伝統文化 伊勢神宮を中心とする神道文化・伝統文化の研究

連携事業等へのアピールポイント
日本人の心のよりどころである伊勢の神宮。この地で育まれた歴史と文化を広く発信できたらと思います。

主な研究課題と今後の展開
江戸時代の神道史・神道思想史の研究。垂加神道・山崎闇斎学派の展開を明らかにしたい。

社会活動（学外委員等）

特になし

講演活動実績
谷川士清と垂加神道／近世の式年遷宮／大和の古社／古代の宮廷祭祀・儀礼／即位礼と大嘗祭／中世～近世の宮中祭祀・
儀礼／近代の宮中祭祀・儀礼／本居宣長と日本書紀／古事記／旧事紀・古語拾遺／太安万侶／吉田兼倶／山崎闇斎／戦う
神主たち／会津の藩風と神道／式年遷宮とその意味／江戸時代の伊雑宮信仰／皇室の基礎知識
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所　　　属 文学部　神道学科　助教

氏　　　名 髙野　裕基

専 門 分 野 近代神道史

所 属 学 会 神道史学会／神道宗教学会／明治聖徳記念学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道 道徳教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

神道史 近代の神社・神道に関する研究と教育

神道・伝統文化 神道や日本文化に関する知識の普及活動

連携事業等へのアピールポイント
　近代神道史を専門としています。特に神社・神道に関わる人々による教育勅語の解釈に関心をもっており、近代の神道
学者らによる教育勅語の解釈論（国民道徳論）について研究しています。
　今後は、歴史的展開のみならず、教育勅語に示された精神や徳目の現代的意義についても検討したいと考えています。
　上記以外にも、伊勢の神宮を中心とした神道文化を広く発信することで、地域社会に貢献できるよう努めてまいります。

主な研究課題と今後の展開
題目：近代の宗教系教育機関の研究
　近代の宗教界では、人材育成のため多くの教育機関が創設されました。神道界の代表的な教育機関は、伊勢の神宮皇學
館と東京の皇典講究所・國學院です。本研究では、これらの教育機関の活動を比較検討し、それぞれの特徴を明らかにす
ることを目的としています。同時に、神宮皇學館における研究教育活動の特徴を検討することで、延いては、伊勢の地な
らではの神道研究について明らかにするとともに、その成果を地域社会へ発信したいと考えています。

社会活動（学外委員等）

特記事項なし

講演活動実績
「御代替について―祭祀と儀礼―」（国民精神昂揚運動合同研修会〔静岡県中部・東部・西部地区〕、平成 30 年 9 月 5・11・
12 日）／「御代替の祭祀と儀礼」（兵庫県神社庁姫路地区神社関係者大会、平成 30 年 11 月 20 日）／「御代替にむけて」（神
奈川県女子神職会主催教養研修会、平成 31 年 4 月 15 日）／「祓と神社」（神道青年会創立七十周年記念事業「茨城県・千
葉県合同研修会」、令和元年 7 月 29 日）／「神社と保育」（全国神社保育団体連合会 令和元年度 関東地区夏期研修会、令
和元年 7 月 29 日）／「践祚大嘗祭の基礎知識」（神道青年全国協議会夏期セミナー、令和元年 8 月 27 日）／「近代の神社
神道と大嘗祭」（千葉県神道青年会御大典奉祝事業教養研修会、令和元年 9 月 30 日）
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国 文 学 科
文 学 部
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所　　　属 文学部　国文学科　教授

氏　　　名 大島　信生

専 門 分 野 上代国語国文学

所 属 学 会 萬葉学会／美夫君志会／古事記学会／上代文学会／日本語学会／鈴屋学会／解釈学会／
国際熊野学会／生き物文化誌学会

キーワード 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

歴史・文化 上代文学に関わる歴史・文化の研究

連携事業等へのアピールポイント
上代文学作品（万葉集・古事記・日本書紀・風土記）は、日本の様々な土地が舞台となっています。実際に文学作品の
故地をめぐるなど、現地に赴くことで、文学作品の理解が深まると考えます。三重県においても様々な文学作品の故地
があり、作品の魅力を発信できればと考えます。

主な研究課題と今後の展開
万葉集の訓詁注釈的研究
　万葉集の歌を丁寧に読み解くことで、作品の理解を深めていきます。

古事記・日本書紀の研究
　古事記・日本書紀をどのように訓読・解釈していくかということを通じて、作品の理解を深めていきます。

社会活動（学外委員等）

萬葉学会編輯委員（平成 17 年～）／美夫君志会常任理事（平成 22 年～）／古事記学会理事（平成 14 年～）／上代文学
会理事（平成 21 年～）／飛鳥を愛する会委員（平成 23 年～）

講演活動実績
『日本書紀』を読む―垂仁天皇（１）（２）（３）―（平成 30 年）／『日本書紀』を読む―景行天皇（1）（2）―（平成 30 年）
／万葉集と名張（令和元年）／新元号「令和」と万葉集（令和元年）／即位礼と大嘗祭（令和 2 年）／古事記を読む―大
国主神の話（前）（後）―（令和 2 年・４年）／『日本書紀』を読む―仁徳天皇（1）（2）―（令和３年）／万葉集と令和、
名張―（令和４年）―／『日本書紀』を読む―允恭天皇（１）（２）・安康天皇―（令和４年）―
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所　　　属 文学部　国文学科　教授

氏　　　名 上小倉　一志

専 門 分 野 書道

所 属 学 会 書学書道史学会／美術文化史研究会／読売書法会／謙慎書道会／中部日本書道会

キーワード 芸術・スポーツ

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

『岡寺版集帖』の
調査・研究 松阪市岡寺山継松寺蔵の韓天寿『岡寺版集帖』版木に関する調査

連携事業等へのアピールポイント

主な研究課題と今後の展開
・魏「范式残碑」に関する研究
　　魏の范式残碑の筆法を生かした作品を制作し、日展・読売書法展にて発表
・隷書から楷書への過渡期の文字変遷とその表現法に関する研究
　　過渡期の文字を研究することによって、楷書の成立・完成に至る過程を探る。
・韓天寿『岡寺版集帖』に関する調査・研究
　『岡寺版集帖』版木の調査・研究

社会活動（学外委員等）

謙慎書道会会員（常任理事）／社団法人中部日本書道会会員（評議員・1 科審査会員・第 2 企画部長）／
中日書道展　1 科審査員／読売書法会会員（理事）／書学書道史学会会員／社団法人全日本書道連盟正会員／
美術文化史研究会会員／

講演活動実績
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所　　　属 文学部　国文学科　教授

氏　　　名 齋藤　平

専 門 分 野 日本語学／社会言語学

所 属 学 会 日本語学会／社会言語科学会／萬葉学会／日本ＮＩＥ学会／鈴屋学会／解釈学会

キーワード 文学・言語学 地域づくり 防災・減災

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 ことばを活用した地域づくり

地域社会活動 ことばを活用した防災・減災対策

連携事業等へのアピールポイント
　地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ事業）の事業推進責任者として地域課題の解決に取組んできました。
　ことばの調査を通じて学生が言語研究の方法を学ぶとともに、地域の文化的資源の活用についても広く
関心を持ち、地域社会に貢献できるよう取り組みを進めています。
高知県中部西部の地震津波記念碑の伝承内容と方法について（皇學館大学紀要第 60 輯、令和 4 年 3 月）
　「東紀州のくらしとことば　――御浜町の巡回講座から――」（おくまの 8 号、平成 30 年 3 月）
　「東北の津波記念碑」（『東日本大震災神社・祭り　本編』（神社新報社、平成 28 年 7 月）
　「津波記念碑の伝承」（皇學館大学文学部紀要第 46 輯、平成 20 年 3 月）

主な研究課題と今後の展開
　①　津波記念碑の社会言語学的研究
　平成 12 年度より、三陸沿岸の昭和 8 年三陸地震津波記念碑の調査を行い、また、設置事情の伝承についての地域の人々の認識
が忘却されつつあるという状況を明らかにしてきました。その後、高知県、徳島県でも調査を進め、昭和南海地震津波の教訓を伝
承していることがわかってきました。ハード面での取組みのみでは教訓が十全に生かされず、いかにしてことばを使ったソフト面
での伝承を実現するかが重要だということを明らかにしています。今後は、東日本大震災の伝承がどのように実現されていくのか
に関心をもって研究を進めていきます。
　②　三重県方言の研究
　三重県方言を語彙面から考察し、その成果を一般の方々に紹介するために月刊「しんぷる」に 10 年以上にわたり、連載を続け
ています。

社会活動（学外委員等）

伊勢市総合計画審議会会長（令和 3 年 6 月 20 日～現在に至る）／伊勢市まち・ひと・しごと創生会議会長（平成 28 年 6 月 28
日～現在に至る）／伊勢市花・木・鳥選考委員会委員長（令和 3 年 6 月 14 日～令和 3 年 12 月 31 日）／伊勢志摩定住自立圏ビジョ
ン懇談会会長（平成 29 年４月１日～現在に至る）／志摩市総合計画審議会会長（令和 2 年１月 30 日～令和 3 年 3 月 31 日）／
志摩市地方創生審議会会長（令和 3 年 12 月 21 日～現在に至る）／伊勢市公平委員会委員長（令和元年 12 月 26 日～現在に至る）
／名張市史編集専門部会民俗部会委員（平成 14 年 9 月～現在に至る）／鈴屋学会常任委員（平成 16 年 4 月～現在に至る）／三
重県ＮＩＥ推進協議会会長（令和 3 年 8 月 28 日～現在に至る）

講演活動実績
鳥羽ことば残しておきたい地域の「方言」から（平成 31 年 3 月、鳥羽郷土史会）／こーへん・けーへん・きやひん―方言のナゾ―（令
和元年 8 月、伊勢郷土会）／パネルディスカッション三重創生ファンタジスタこれまでとこれから（令和元年 11 月、三重大学
COC+）／オンラインディスカッション文教領域 DX 化の現状と今後の展望（令和 2 年 12 月、サイオステクノロジー株式会社）
名張の言葉～名張市史の調査から～（令和 3 年 2 月、皇學館大学ふるさと講座）／伊勢の方言研究―伊勢の浜荻―（令和 3 年 6 月、
伊勢郷土会）／二船祭と伝統文化の継承（令和 3 年 6 月、三重県生涯学習センター・鳥羽市・皇學館大学の協働講座）しゃべっ
て残そに！めいわの方言（令和４年 12 月、明和町行政チャンネル）／「とごる」の解説（令和４年３月、名古屋テレビ放送「ド
デスカ！」／「蘇民将来子孫家門」の解説（令和４年 11 月、NHK 津放送局「まるっとみえ」）
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所　　　属 文学部　国文学科　教授

氏　　　名 田中　康二

専 門 分 野 日本近世文学／国学／和歌文学

所 属 学 会 日本近世文学会／鈴屋学会／和歌文学会

キーワード 文学・言語学 歴史・文化

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 国学を中核とする伊勢・松阪の文化振興

連携事業等へのアピールポイント
日本近世文学、とりわけ和歌文学を中心とする雅文学・国学を研究しています。近年は伊勢国松坂の国学者本居宣長の研
究（宣長論三部作・宣長伝三部作）をして一区切りつけたところです。今後は国学に先行する古代中世の歌学と、国学が
近代の学問に分岐し、現代の国語教育にまで流れ着く過程について、日本古典学という観点から研究する予定です。伊勢
に移り住むことになって、国学を主専攻とする運命を感じています。

主な研究課題と今後の展開
・題目　昭和十年代における「国学的なるもの」の興隆と衰亡
・概要と到達目標　昭和六年の満洲事変から昭和二十年の敗戦に至る過程で、それは「日本精神論」という形式で盛んに
議論の俎上に載せられた。そこには、「日本」とは何かを問う問題提起が集積されている。それは神代の「国生み神話」、
古代の「大和魂」論、中世の「神風」史観、近世の「国学」論、幕末の「勤皇歌」論など、時代を縦断的に貫く問題系であっ
た。そのような問いがわずか十年の間に噴出し、出口の無い迷宮をさまようように日本中に渦巻き、大きくなっていったが、
敗戦とともに突如として消滅した。本研究では、昭和十年代に盛んに議論された「国学的なるもの」について、当時の言
説を残らず収集し、これを丹念に読み解くことによって、失敗学説（蹉跌）から何を学ぶことができるか、について、文学・
思想・歴史というジャンル横断的な観点から追究することを目的とする。
・皇學館大学に着任して６年目を迎え、ここに身を置いて研究することの意味を再確認するために構想しました。

社会活動（学外委員等）

鈴屋学会常任委員（平成 10 年 4 月～現在に至る）／日本近世文学会委員（平成 18 年 06 月～現在に至る）・常任委員（平
成 30 年６月～現在に至る）

講演活動実績
平成 31 年４月 19 日「もののあはれこそ日本人の心性（国際高等研究所）」／令和元年 5 月 17 日「近代国学の青写真－
本居豊穎「建白書」を読む（キャンパスプラザ京都）」／令和元年６月 15 日「本居宣長と古事記―『古事記伝』（近鉄文
化サロン阿倍野）」／令和元年９月７日「本居春庭の受難と父宣長（大治町講演会）」／令和 3 年 11 月 27 日「三重県文
語シンポジウム―古典の魅力再発見―」（三重県総合文化センター多目的ホール）／令和４年 10 月７日「本居宣長に学ぶ
日本の「心」―「もののあはれを知る」説とは何か―」（五十鈴塾右王舎）
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所　　　属 文学部　国文学科　教授

氏　　　名 松下　道信

専 門 分 野 漢文学・中国宗教思想 ( 道教 )

所 属 学 会 中国社会文化学会／東方学会／日本宗教学会／日本中国学会／日本道教学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化環境 宗教文化・異文化理解

連携事業等へのアピールポイント
道教は儒教、仏教と並ぶ、中国三教の一つとされ、大きな影響を持っており、日本では体系的に受容されることはなかっ
たものの、思想的・文化的影響も少なくありません。こうしたことから、道教に対する理解を通じて、日本や東アジアに
おけるより深い理解を提供できればと考えています。

主な研究課題と今後の展開
中国の道教思想を対象に宗教文化を研究しています。また最近ではその神道への影響についても関心を持っています。

社会活動（学外委員等）

日本道教学会（理事）（平成 26 年１月～現在に至る）
国際日本文化研究センター共同研究員（令和３年４月～現在に至る）

講演活動実績
「神道と北斗信仰」（平成 30 年 7 月 7 日）
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所　　　属 文学部　国文学科　准教授

氏　　　名 岡野　裕行

専 門 分 野 図書館情報学／日本近現代文学

所 属 学 会
アート・ドキュメンテーション学会／昭和文学会／情報メディア学会／日本近代文学会／
日本図書館協会／日本図書館研究会／日本図書館情報学会／日本図書館文化史研究会／
中部図書館情報学会

キーワード 社会教育・生涯学習 文学・言語学 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

社会教育・生涯学習 文学散歩／ウィキペディアタウン／学生協働／読書会

文学・言語学 ビブリオバトル／文学館

地域づくり 伊勢河崎一箱古本市／ブックピクニック

連携事業等へのアピールポイント
文学館、文学アーカイブ、文学研究者の情報探索行動、文学散歩、読書環境の整備など、図書館と文学の領域が重なり合う学
際領域に関心を持っています。その成果として、アプリ「伊勢ぶらり」の制作、「伊勢河崎一箱古本市」「ブックピクニック」の開催、

「ウィキペディアタウン伊勢」の実施のほか、ビブリオバトルの普及活動や講演会にも関わってきました。そのほか、三重県教育委
員会と連携して三重県内で「高校生ビブリオバトル」を開催したり、活字文化推進会議主催による「全国大学ビブリオバトル」「全
国高等学校ビブリオバトル」の開催・司会、「Library of the Year」選考委員（令和３年より選考委員長）、「全国学生協働サミット」
の開催・運営委員などにも関わってきました。さまざまな文学資料に蓄積されてきた知識を、いかにして社会へと歓迎していくかの可
能性や具体的な方法について関心を持っています。

主な研究課題と今後の展開
●題目：文学散歩の研究
●概要：文学散歩は昭和 25 年末に野田宇太郎が考案して以降、全国各地に広まっている。図書館や学校教育のなかでの
文学散歩の取り組みについて、歴史的経緯をたどりながらその意義について研究を進めている。
●到達目標と取り組みのポイント：これまでの文学散歩の取り組みについて、全国的な実施事例を確認することで、その
歴史や実態を探ってみたい。

社会活動（学外委員等）

亀山市立図書館協議会委員長（令和５年１月～現在）／愛知県子供読書活動推進協議会委員（令和４年５月～現在）／
NPO 法人知的資源イニシアティブ（IRI）Library of the Year 担当理事（令和元年７月～現在）／桑名市立図書館協議会
委員長（平成 31 年４月～現在）／名張市図書館協議会委員（平成 30 年５月～現在）／三重県立図書館協議会委員（平
成 29 年４月～現在）／伊勢市子ども読書活動推進会議委員長（平成 29 年４月～現在）／伊勢市立図書館協議会委員長（平
成 29 年４月～現在）／一般社団法人ビブリオバトル協会副代表理事（平成 28 年 12 月～現在）／図書館総合展運営委
員会運営協力委員（平成 25 年 10 月～現在）

講演活動実績
図書館をはじめる（令和４年 10 月）／学校教育・学校図書館でビブリオバトルを楽しむ（令和４年６月）／読書を語る言葉（令和４
年６月）／本を読むこと（令和４年４月）／ウィキペディアタウン @ 津市安濃町（令和３年７月）／本を読む人の姿は美しい（令和３年
２月）／文学作品があなたのもとに届くには（令和２年 10 月）／『パブリック 図書館の奇跡』公開記念：日本各地の《公共》の
エキスパートと考える！《公共性を持つ空間》のあり方と未来（令和２年７月）／ビブリオバトルを通して読書について考える（令和元
年 12 月）／学生協働フェスタin 東海 2019（令和元年 11 月）／第 105 回全国図書館大会三重大会パネルディスカッション「地
域×書店×図書館」（令和元年 11 月）
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所　　　属 文学部　国文学科　准教授

氏　　　名 木村　尚志

専 門 分 野 中世文学／和歌文学

所 属 学 会 和歌文学会／中世文学会／日本文学協会／全国大学国語国文学会

キーワード 文学・言語学 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

地域観光 地域の観光に古来の歌枕を活用する。歌碑や解説の作成に当たる。

日本中世史 鎌倉期の歴史において、文学が政治・経済・社会といかに結びついていたかを、日本中世史の知見
を活かしつつ論じる。

仏教学 院政期から鎌倉期にかけて密教との結びつきを強めていった和歌の「歌道」としての展開を、
仏教学の知見を活かしつつ論じる。

連携事業等へのアピールポイント
私の専門とする中世和歌において、和歌と仏教がタイアップして「歌道」が作り上げられてゆく中で、伊勢は「聖地」と
して成長していきました。和歌は「祈り」の言葉です。そして中世和歌はその「祈り」を宗教上の信仰と不可分のレベル
にまで高めました。晩年に伊勢に移住した西行は、熊野詣での途上で、何事もおとろえゆく世の中にあって、この歌の道
だけは昔と変わらぬ人々の思いを、仏教と同じ「祈り」の言葉として受け継ぐ価値があるという趣旨の夢告を得て（新古
今集・詞書）、その意志は後進の仏教者かつ歌人である慈円にも受け継がれました。そのような「祈り」の
言葉としての和歌の魅力を伝えていきます。

主な研究課題と今後の展開
・題目　中世和歌と政治―鎌倉期の平和と和歌―
・概要　各時代の文化事業は政治的な目的に沿って支援・補助を受ける中で発展してゆくのが常です。中世和歌は、京鎌
倉の公武協調体制の道を政治的に担っていた九条家に仕えていた俊成・定家親子によって、すべての人間は本質的に平等
であるという天台本覚思想に基づく革命として始まりました。そのような政治と中世和歌の切っても切れない関係を引き
続き研究していきます。
・到達目標と取り組みのポイント
政治思想における仏教の影響が、和歌などのメディアを通してもたらされてゆく仕組みを明らかにします。「もののふ」及
び東国の歌枕を詠んだ中世の歌を取り上げて、それぞれ論文として発表します。
・課題として取り上げた背景、メッセージ
大河ドラマ「鎌倉殿の十三人」で鎌倉中期への関心が高まっているこの時期だからこそ、この時期の「平和」が何によっ
てもたらされたかを知り、これからの日本の進む道を考える材料にしていただきたいと思います。

社会活動（学外委員等）

・2023 年 4 月より全国大学国語国文学会の委員として活動します。

講演活動実績
平成 31 年 10 月 20 日　市川能楽連盟での講演。世阿弥伝書の「花」の概念についての講演と独吟。／令和 2 年 2 月 7 日・
21 日　松戸市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課での講演。『百人一首』についての講演。／令和 4 年 7 月 23 日　市
進学院「和洋文学講座」での講演。「京と鎌倉を繋ぐ中世の歌人たち」という論題での講演。
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所　　　属 文学部　国文学科　特命准教授

氏　　　名 千邑　淳子

専 門 分 野 図書館学

所 属 学 会 日本図書館情報学会／中部図書館情報学会

キーワード 社会教育・生涯学習 地域づくり 福祉・高齢者・人口減少

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

社会教育・生涯教育 公共図書館及び地域コミュニティにおけるワークショップ

地域づくり コンテンツを介在させたコミュニティづくり

連携事業等へのアピールポイント
古典文学などのコンテンツを利用した音読のワークショップ講座などを行い、本を読むことの楽しさ、効用を伝えている。
公共図書館の館長として、図書館を取り巻くスチークホルダーとともに、地域住民の集う場づくりを実践
している。その自治体さらに近隣の高齢者向けに古典大学・地域資料の音読やビブリオバトルを通し、本
を読む楽しさ、仲間づくり、また免疫力をあげ、健康長寿を目指すワークショップを開催している。

主な研究課題と今後の展開
題目：公共図書館における地域との連携と地域活性化
概要：地域に縁ある文学作品や地域資料などの利活用による地域住民の意識の傾向を探る。

社会活動（学外委員等）

平成 30 年度～現在　あま市美和図書館館長／本を介在させてコミュニケーションの場作りをする Book Conc 代表／令和
2 年 4 月～現在　名張市社会教育委員／平成 31 年度～現在　中部図書館情報学会理事

講演活動実績
令和元年～現在　「読書で交流～本を読む・伝える楽しさ ～」あま市シルバーカレッジ講座　講師
令和２年９月～現在　「脳トレ！筋トレ！素敵な笑顔で免疫力アップ」くわな市民大学講座 講師
令和２年 12 月 「脳トレで免疫力アップ！」あま市シルバーカレッジマスター講座 講師
令和３年 10 月「音読講座」　松阪公民館「寿大学」講師
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所　　　属 文学部　国文学科　助教

氏　　　名 平石　岳

専 門 分 野 日本近代文学

所 属 学 会 日本近代文学会／日本文学協会／韓国日語日文学会

キーワード 文学・言語学 芸術・スポーツ

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文学・言語学 明治文学を中心にしたメディア学的見地

芸術・スポーツ 文学作品のメディアミックス（演劇化、映画化…など）と受容者の関係性について

連携事業等へのアピールポイント
私の研究は、テキスト（書かれたもの）を中心に行っておりますが、たとえばひとつの文学作品が、他の多種多様な表現
媒体でつくりかえられ、人々に広まっていく過程にも興味を持っています。演劇、映画、絵本、アニメ、テレビドラマ、
教科書…。ひとつの作品に、様々な人々が関わり、新たな命を吹き込むこと。その過程は、「読む」だけではない文学の楽
しみ方のひとつだと思います。その過程などに携われたら幸いです。

主な研究課題と今後の展開
徳冨蘆花の文学を中心としたメディアミックスの研究。
引き続き、近代日本の「文学」が、出版システムや他の表現媒体と関わりながら、どのように広まったのかを調査してい
きたいです。演劇関係では、「中央」の機関（早稲田大学演劇博物館、国立劇場、松竹大谷図書館…）だけでなく、関西や
三重、地方の資料も探索していき、その地域、その時代独自の演劇事情なども多面的に検討していきたいです。また、国
語読本・教科書で「文学」が、どのように教育のための材料になっていくのか、についても興味があります。

社会活動（学外委員等）

特定非営利活動法人蘆花会　社員（運営委員）（平成 30 年 1 月～現在に至る）

講演活動実績
平成 30 年 9 月　生誕 150 年記念・蘆花忌／平成 31 年 1 月　ソウル神学大学 短期留学プログラム講演会／令和元年
9 月　没後 92 年・蘆花忌
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所　　　属 文学部　国文学科　助教

氏　　　名 吉井　祥

専 門 分 野 平安文学／和歌文学

所 属 学 会 和歌文学会／中古文学会／上代文学会／日本文学協会／全国大学国語国文学会

キーワード 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 平安文学、和歌文学に関する知識普及活動

連携事業等へのアピールポイント
昔の人が和歌で何をしていたのかということに、興味があります。和歌に限らず、平安文学に関わる知識普及活動、変体
仮名に関する講座やワークショップなど、古典を身近に感じるための活動をしていきたいと考えています。お役に立てそ
うでしたら、お声がけください。

主な研究課題と今後の展開
平安和歌が当時の社会の中でどのような働きをしていたのかを研究しています。最近では特に和歌によるコミュニケー
ションを課題としており、令和 3 年度からは宴や会合といった人々の集う場での詠み合いに着目しています。また、斎王
関係の和歌についても着手し始めました。和歌を詠んで何をしていたのかを明らかにすることで、和歌とは何か考えてい
きたいと思っています。

社会活動（学外委員等）

特記事項無し 

講演活動実績
斎宮歴史博物館 古典文学講座「斎王と和歌」（令和 3 年度）
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 遠藤　慶太

専 門 分 野 日本古代史

所 属 学 会 続日本紀研究会、日本古文書学会、木簡学会

キーワード 歴史・文化

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

日本古代史 日本古代史、地域文化

連携事業等へのアピールポイント
史料にもとづいた日本の古代史について研究をしています。とくに編纂史料である歴史書や一次史料である木簡・写経と
いった、現代に伝えられた文献・文字資料の成り立ちを掘り下げ、史料ごとの性格をつかむことを重視しています。これ
まで大阪府下の自治体史事業に参加し、史料の収集や講演を行ってきました。身近な地域の成り立ちを歴史の視点でとら
えなおし、私自身が学ばせていただく機会が多くありました。

主な研究課題と今後の展開
　倭王権の中心基盤であった畿内や周縁にあたる伊勢・美濃の地域史を比較しながら、広がりをもつ古代の東国について
検討を行う。そのために東海地方の古代遺跡や伝承地の見学調査を行いながら、文献史学の立場に徹して、地域的特質の
考察を深めたい。
　ヤマトタケルの記事に登場する伝承地を見学し、古代の交通と地域編成について考察をする。「アヅマ」の地名起源に登
場する東海道足柄坂、東山道碓氷坂を中心に、東国の領域や境界を踏査し、地域性の感覚を養うことにつとめたい。

社会活動（学外委員等）

日本古文書学会（編集委員、平成 21 年 6 月～継続中）

講演活動実績
「日本書紀の成立　神話と歴史」（近鉄文化サロン、令和 2 年 9 月 26 日）/「はるかなるヤマトタケル～写本と講義からみ
る日本書紀～」（亀山市歴史博物館、令和 2 年 10 月 3 日）/「日本書記と穴海―備後の古代交通とヤマトタケル伝承―」（広
島県府中市、オンライン、令和 2 年 11 月 21 日）「日本書紀の成り立ちー武烈天皇から継体天皇へ―」（令和４年２月、柏
原市歴史資料館、市民歴史大学）／「ヤマトタケル　交通拠点を旅する」（令和４年８月、近鉄文化サロン）

「継体・安閑天皇と倭王権」（令和４年 10 月、大神神社三輪山セミナー）
「仁明天皇の時代―平安時代の天皇と日本文化―」（令和４年 11 月、神社本庁総合研究所中堅神職研修）
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 岡野　友彦

専 門 分 野 日本中世史

所 属 学 会
日本古文書学会／国史学会／史学会／神道史学会／日本史研究会／歴史学研究会／中
世史研究会／日本宗教文化史学会／鎌倉遺文研究会／戦国史研究会／日本ミュージア
ム・マネージメント学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

日本中世史 平安時代後半から鎌倉・室町・戦国・安土桃山時代の歴史
地域史 伊勢神宮・伊勢国司北畠氏・伊勢平氏などに関する歴史

博物館学 文化財保護・古文書学・地域博物館の社会的役割など

連携事業等へのアピールポイント
日本中世史を専攻し、三重県の中世史に興味を持っている関係から、中世の伊勢神宮や伊勢国司北畠氏、あるいは伊勢平
氏について、地域からの講演依頼にお応えしてきた。また前職が博物館学芸員であった経験から、地域の博物館や文化財
保護に関係する仕事でも社会貢献している。

主な研究課題と今後の展開
・中世の伊勢・志摩・伊賀に関する研究
・中世伊勢神宮の歴史ならびに伊勢国司北畠氏の歴史について考察する。
・具体的には、法律文化社から『伊勢・志摩・伊賀の戦国史（仮）』という単著を刊行する予定である。

社会活動（学外委員等）

・三重県文化財保護審議会委員（平成 24 年 9 月～現在に至る　令和４年 12 月～委員長）
・津市多気北畠氏遺跡調査指導委員会委員（令和元年 6 月～現在に至る）

講演活動実績
北畠顕家と奥州（平成 30 年 10 月）／「伊勢参宮名所図会」を読む（平成 30 年 11 月）／伊勢国司北畠氏について―津
市域とその周辺の史跡を中心として―（平成 30 年 11 月）／伝国詔宣―中世院政下の皇位継承（令和元年 6 月）／伊勢
神道の成立（令和元年 7 月）／源氏長者―武家政権の系譜（令和元年 8 月）／佐藤家文書の魅力に迫る！（令和 3 年 11
月）／観光誘客と参宮名所図会（令和３年 11 月）／承久の乱（令和４年３月）／「北畠」から「藤堂」へ―伊勢国の中
世から近世へ―（令和４年４月）／伊勢国司北畠氏 VS 伊勢国人長野氏（令和４年６月）／天正伊賀の乱と伊賀惣国一揆（令
和４年９月）
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 多田　實道

専 門 分 野 日本中世史／神宮史／禅宗（曹洞宗）史

所 属 学 会 日本古文書学会／中世史研究会／神道史學會／日本印度学仏教学会ほか

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

歴史・文化 自治体史の編纂／市民向け歴史講座の講師など

連携事業等へのアピールポイント
日本中世史（武士団研究・裁判制度）が専門ではありますが、禅宗（曹洞宗）の歴史に関する研究にも取り組む一方、『伊
勢市史』中世編の編纂に携わったことにより、伊勢神宮の歴史についても研究しています。

主な研究課題と今後の展開
「中世神宮史の研究」
・鎌倉～戦国時代における伊勢神宮の歴史に関して、未だ明らかにされていない分野の実態解明を試みる。

社会活動（学外委員等）

神道史學會委員

講演活動実績
近鉄文化サロン／五十鈴塾／ひなち歴史民俗講座（令和 3 年 10 月）
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 谷口　裕信

専 門 分 野 日本近代史／地方行政史

所 属 学 会 史学会／日本史研究会／大阪歴史学会／地方史研究協議会／首都圏形成史研究会

キーワード 歴史・文化

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

日本近代史 明治・大正・昭和戦前期における地方行政や地域社会の歴史について

近代化遺産 地域に残された近代の政治・行政・軍事などに関係する建造物・史跡等の調査

連携事業等へのアピールポイント
　地方行政の制度に関する研究をしています。何となく難しそうで、硬直したイメージでとらえられがちですが、制度を
理解するためには、法令の条文以上に、社会の変化をとらえることが大切だと考えています。そのような観点から、『伊
勢市史』の編纂事業などを通じて、地域に残る文書に接し、地域社会の様相を歴史的に考察してきました。
　最近では、江戸時代まで伊勢神宮への参宮客をもてなしていた御師が、制度的には廃止される近代以降、どのような実
態だったのかに関する研究を少しずつ進めています。

主な研究課題と今後の展開
研究課題 1：近代日本における郡の地域的形成と展開について
・概要
　近代日本の地方制度としては短命に終わった「郡」が、地域社会で命脈を保ち続けた謎に迫ります。
・今後の展開
　戦時体制、戦後改革、高度経済成長を契機とする地域社会の変容とどう関連するのかを追究します。
研究課題 2：御師廃絶後の旧御師の活動について
・概要
　旧御師の活動の実態を、旧御師同士あるいは旧御師と旧檀家との間のネットワークに着目して解明します。
・今後の展開
　内宮方の旧御師であった岩井田家と、現在の埼玉県域に存在した旧檀家との往復書簡を分析しています。

社会活動（学外委員等）

講演活動実績
伊勢市ボランティア連絡協議会設立 30 周年記念講演会「旧御師岩井田家の近代」（平成 30 年）／ NIPPON の原点を学
ぶ　三重の魅力発信セミナー「三重県の誕生と府県のかたち」（平成 30 年）／「度会県民の集い」in 賓日館「度会県の歩み
と府県のかたち」（平成 31 年）／松阪公民館寿大学「三重県の誕生と府県のかたち」（令和元年）／修道まちづくり講演会「神
苑会の活動と明治の宇治山田」（令和 2 年）／伊勢郷土会月例講座「御師廃止の背景と影響」（令和４年）／修道まちづくり
講演会「近代宇治山田の旅館業と古市」（令和４年）
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 堀内　淳一

専 門 分 野 東洋史／東アジア古代外交史／東アジアコンテンツ文化史

所 属 学 会 史学会／魏晋南北朝史学会／六朝学術学会／歴史学研究会／コンテンツ文化史学会

キーワード 歴史・文化

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 古代東アジアの歴史・社会・文化と国際交流現代東アジアにおける歴史認識とコンテンツ

連携事業等へのアピールポイント
中国および東アジアにおける国際交流の歴史を研究しています。
中国古代外交史と、中国を対象としたコンテンツを専門としています。

主な研究課題と今後の展開
（１）古代における日本・朝鮮・中国を中心とした外交関係：南北朝漢の漢王朝認識の齟齬について
（２）日本における魏晋南北朝史の展開：特に北朝史研究の整理
（３）日本における中国イメージ形成の展開について：平安期における唐人と漢人の問題を中心に

社会活動（学外委員等）

コンテンツ文化史学会（事務局長：平成 24 年～現在）

講演活動実績
平成 30 年度 三重県教員免許更新講習 講師
令和元年度 近鉄文化サロン皇學館大学共催講座「三国志とその後の皇帝即位」
令和２年度 学習院大学東洋文化研究所　東文講座「『華化』と『漢化』」
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所　　　属 文学部　国史学科　教授

氏　　　名 松浦　光修

専 門 分 野 日本思想史

所 属 学 会 神道史学会／日本思想史学会／明治聖徳祈念学会／鈴屋学会／皇學館大学史学会／皇
學館大学人文学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

連携事業等へのアピールポイント
わが国の歴史と伝統の尊さを伝える。

主な研究課題と今後の展開
国学思想史の研究、幕末思想史の研究

社会活動（学外委員等）

神道史学会編集委員

講演活動実績
御代替がりー天皇の祈りと憲法／「靖国の心／御代がわりー皇室とは何か／御代がわりー皇室と国民の絆／皇位継承―安
定化の方策／御代がわりー皇室と国民／天皇陛下の祈りと大嘗祭／平成の御代から令和の御代へー万世一系の祈り／「忠」
という思想―楠公・親房・闇斎・松陰／天皇の祈りー皇室と国民／天皇陛下の祈りと皇位継承について
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所　　　属 文学部　国史学科　准教授

氏　　　名 谷戸　佑紀

専 門 分 野 日本近世史

所 属 学 会 大阪歴史学会／神道史学会／神道宗教学会／地方史研究協議会／日本歴史学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化財保護・地域
社会活動

史跡や古文書の調査・保存活動

連携事業等へのアピールポイント
江戸時代の宗教について、主に神社やその周辺地域を対象として研究しています。ここで得た知見をもとに、宗教とのよ
りよい関係を考えるキッカケ・タタキ台を提供できればと思います。さらに、身近な神社・寺院に光を当てることで、地
域を深く知る機会を提供することも可能であると考えます。これらは、それぞれの地域の、そして、私たち一人ひとりの
固有性（かけがえのなさ）を再認識することにもつながるはずです。講演会や講座などの形で、「地域」とそこに住む「人」
が互いに響きあうための “ 入口 ” を作ってみてはいかがでしょうか。

主な研究課題と今後の展開
（題目）近世の地方大社の研究—多度大社を事例として—
（概要）近世の地方大社を対象として、①神社の内部構造、②経営のあり方、③地域社会との関係、④布教活動の実態、
などについて研究する。

（背景・到達目標）
近世の地方大社は、地域社会において極めて大きな存在でした。藩主や藩士による参拝・祈願、そして、地域住民や他地
域の人々による広範な信仰が確認され、神社側からも積極的に働きかけを行っていました。これらの実態を、当時の人々
が書き残した記録・古文書をもとに解明したいと考えています。

社会活動（学外委員等）

NTPO 法人旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議 主席客員研究員（平成 27 年４月～現在に至る）
神道史學會委員（平成 29 年６月～現在に至る）
明和町文化財保護審議会委員（平成 30 年４月～現在に至る）
明和町文化財保存活用地域計画協議会委員（平成 30 年 11 月～現在に至る）
伊勢市伊勢うどん調査研究会委員（令和４年４月～現在に至る）

講演活動実績
「令和元年の御礼まいり」講話「江戸時代の伊勢と御師」（伊勢神宮崇敬会、令和元年 12 月）
「江戸時代の伊勢神宮と伊勢信仰」（四日市市、令和４年５月）
「将軍の神頼み！？―徳川家光の継嗣誕生祈願―」（五十鈴塾、令和４年 10 月）
「伊勢参宮と街道文化」（明和町日本遺産活用推進協議会、令和４年 11 月）
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所　　　属 文学部　国史学科　准教授

氏　　　名 長谷川　怜

専 門 分 野 日本近現代史

所 属 学 会 東アジア近代史学会／学習院大学史学会／ European Association for Japanese 
Studies

キーワード 歴史・文化 社会教育・生涯学習 産業・観光

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

歴史・伝統文化 日本近現代史・近代日中関係史・満洲経営・戦後の引き揚げに関する研究

文化振興活動 地域に眠る未公開の歴史資料（近代）の調査と公開

連携事業等へのアピールポイント
近現代における図画像資料（古写真や絵葉書、版画、鳥瞰図など）を用いて、歴史的な景観や失われた建築の姿を明らかにし、
当時の人々の社会・空間等に対する認識を分析する研究にも取り組んでいます。また、個人の自宅や神社、寺院などに未
公開のまま残された歴史的資料の調査と整理を行い、研究資源や地域の観光振興のための資源として公開する活動も行っ
ています。過去には、古写真に写された情報を手掛かりにして、空襲で焼失した寺院の扁額の復元を行っ
たり、戦前期の伊勢を撮影した映像を発掘してメディアで紹介したりしました。研究室では数千枚の戦前
の絵葉書、数百点の戦前の観光ガイドなどを所蔵しており、書籍や展覧会、自治体の印刷物などに資料を
提供し、活用を図っています。

主な研究課題と今後の展開
「近代日本と満洲」
日本近現代史、特に日本の満洲経営や日中関係史に関する研究を行っています。学生の満洲派遣事業や戦前期の教育現場
における満洲の教えられ方などを通して、一般国民が国策としての満洲経営をどう捉えていたのか、を分析しています。
特に海外修学旅行が一般の人々の時局認識や大陸政策についての世論形成に与えた影響を探っています。
また戦後における満蒙開拓団の引き揚げと戦後の生活再建の過程を分析しています。満洲から引き揚げてきた開拓団の中
には、三重県内に再入植して生活を再建した団体もあります。これまでは開拓団側の史料を主に分析対象としてきましたが、
今後は政府や自治体の公文書も用い、双方向からこの問題の解明に取り組みたいと考えています。三重県という地域の歴
史の一部を明らかにするという点でも、重要な研究であると考えます。

社会活動（学外委員等）

愛知大学国際問題研究所 客員研究員／愛知大学東亜同文書院大学記念センター 学外研究員
橿原神宮史料調査委員
学習院大学史料館客員研究員

講演活動実績
尾崎咢堂記念館「尾崎咢堂の演説と蓄音機の時代」〔田浦雅徳／長谷川怜〕（令和 2 年）
栄中日文化センター「図画像資料で読み解く 近代日本と旧満州」（令和 3 年）／同「よみがえる歴史の中の音：蓄音機と
ＳＰレコードの時代（令和 3 年）／近鉄文化サロン阿倍野「近代を見た渋沢栄一：パリ万博参加と西欧体験」（令和３年）／
三重テラス「近代伊勢を旅する」（令和４年）／日比谷図書文化館「コスモポリタン・ハルビン」（令和４年）
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所　　　属 文学部　国史学科　特命教授

氏　　　名 服部　直美

専 門 分 野 社会科国語科教育学

所 属 学 会 ＬＤ学会

キーワード 学校教育 社会教育・生涯学習 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

学校教育 中学校社会・国語（教員研修、授業指導助言、講演、教科の小中連携）、特別支援教育　等

文化振興活動 地域の偉人に関する知識普及活動、話し方・朗読講座

連携事業等へのアピールポイント
・学校における教科指導（社会科・国語科）や学校・学級経営に関して、前職での経験があります。
・地元の歌人に関する知識があり、研究もしています。

主な研究課題と今後の展開
・中学校社会科（歴史分野）と国語科（古典作品）を効果的につなげる指導法の研究
・歌人「佐佐木信綱」について
・思いの伝え方
・作品のよさが伝わる朗読のしかた

社会活動（学外委員等）

講演活動実績
皇大創志会研修「教師をめざす皆さんに伝えたいこと」（令和４年）／ゼミ研修「教員採用試験に向けての心構え」（令和３年）／

「教師とは」（令和元年）／小学校研修会（鈴鹿市）「国語科における小中のつながりについて」（令和３年）
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コミュニケーション学科
文 学 部
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　教授

氏　　　名 Christopher M. Mayo メイヨー ・クリストファー

専 門 分 野 日本文化史、日本中世史

所 属 学 会 アジア研究協会（Association for Asian Studies）／日本史研究会／歴史学研究会／
皇學館大學人文學會／皇學館大学史學會　

キーワード 歴史・文化 国際理解・外国語

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

日本史・文化振興活動 日本の歴史や伝統文化に関する研究、教育、英語で発信すること

英語教育 英語学習トレーニング

連携事業等へのアピールポイント
日本文化史、日本中世史を研究テーマとしています。歴史的思考能力を培いながら、日本の歴史や文化をいかに英語で世界へ発
信していくかということについて、講義・演習を行っています。大学では「Japan: Past and Present（日本：過去と現代）」のゼミ、

「Japanese History and Culture」、「Shinto English」、「Tourism English」、「Global Japan」、「日本文化
史」などの科目を担当しています。また、通訳者・翻訳者養成にも携わった経験から、ビジネス・プロフェッショナル、
外国人の接客、英語教員として求められる基礎知識とスキルの育成についても関心を持っています。

主な研究課題と今後の展開
・「日英のパフォーマンス、メモリー、文化的な遺産」（Performance, Memory, and Cultural Heritage in the UK and 

Japan）の日英共同研究プロジェクト：「伝承」（transmission）、「信仰」（faith）、「空間」（space）、「ジェン
ダー」（gender）を四つのキーワードを用いて、英国のケント大学の研究者数名（5名程度）とともに神楽、神道の祭
祀に用いられる祝詞、法楽和歌、伊勢新名所絵歌合、ウィリアム・シェイクスピアの劇などに関する日英両国で学際的
に考えるためのワークショプを行っている。新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、令和４年度に
ワークショップを行う予定です。

社会活動（学外委員等）

・三重県立熊野古道センターの理事（令和3年現在）
・PMJS（Premodern Japanese Studies（前近代日本研究））のモデレーター。PMJSとは国内また海外における日本研

究者がメールによって自由に意見や情報を交換し、問題提起をして議論をするという会員制（無料）のメーリングリス
ト。（令和3年現在）

・伊勢志摩国立公園地域協議会アドバイザー（令和３年現在）

講演活動実績
・外国語教育メディア学会 (LET) 第 95 回 (2020 年度秋季 ) 中部支部研究大会：「“Distance English” in the Post-

COVID-19 Era: Educational Opportunities and Challenges」（令和２年 12 月 13 日）
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　教授

氏　　　名 張　磊

専 門 分 野 知能工学

所 属 学 会 日本知能情報ファジィ学会、日本バイオメディカル・ファジィ・システム学会

キーワード ICT・メディアリテラシー 国際理解・外国語 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

情報スキル向上 社会・時代に求められる情報リテラシを系統的・効率的に養成する教授法

データ分析 ビックデータの分析を通して、様々な社会問題を理解する

日本語学習方法
の研究

日本語は母語でない人間に対して、語学力を効率的に身につけられる方法

連携事業等へのアピールポイント
・情報スキルにおける効率的な向上方法を研究しています。長年の教育経験から効果的な勉強法を助言できます。
・母語が日本語でない話者において、日本語の効率的な習得法を教授できます。
・データ分析やデータのビジュアライゼーションについて教授できます。

主な研究課題と今後の展開
・ディープラーニング (DL) の研究
近年、AI におけるディープラーニングの研究は盛んに行われています。情報インフラの完備と情報端末の普及によるデジ
タル情報が爆発的に膨らんでいるが、こういう情勢に対応する情報教育は大変遅れています。データサイエンティストの
養成を目前目的とし、教育と研究活動に DL を取り入れています。
・Python プログラミング言語の研究
前述の DL に深く関わっているプログラミング言語は Python です。授業では、この言語を取り上げているが、Python は
成長し続けている言語なので研究していく価値が高いと思います。
・WordPress におけるホームページ構築法の研究
ホームページの半数以上はこの WordPress で作られています。張ゼミの Web サイトをこの WordPress で構築中です。

社会活動（学外委員等）

中国社会科学院日本研究所中日経済研究センター特別研究員、平成 17 年～

講演活動実績
「櫻サイエンス・中日青少年科学技術交流」講演、オンライン、令和４年 12 月７日
「長江流域生物多様性保護活動　～第 6 回児童環境教育サミット～」、日本中国、令和 2 年 11 月
「長江流域生物多様性保護活動　～第 5 回児童環境教育サミット～」、中国重慶、令和元年 11 月
「長江流域生物多様性保護活動　～第 4 回児童環境教育サミット～」、中国湖北、平成 30 年 11 月
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　教授

氏　　　名 豊住　誠

専 門 分 野 英語教育学

所 属 学 会 中部地区英語教育学会／全国英語教育学会／外国語教育メディア学会／大学英語教育
学会

キーワード 国際理解・外国語 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

英語教育 小学校・中学校・高等学校における英語教育全般

連携事業等へのアピールポイント
小学校・中学校・高等学校での英語教育について研究している。大学では、小学校教員免許取得に必要な「英語科教育法」と、
中学校・高等学校英語教員免許取得に必要な「英語科教育法」を担当している。研究成果に基づいて、小学校英語教育の
実践や中学校との連携、中学校、高等学校の英語授業における効果的なコミュニケーション活動の進め方についての助言
をはじめとして、英語に関する資格試験対策、海外留学等の情報提供も可能。また、コミュニティー・スクールの運営に
関わってきた経験から、地域社会と学校との連携についての助言も可能。中学校英語検定教科書の著作にも関わっており、
教科書を中心とした授業展開のあり方についても助言可能である。

主な研究課題と今後の展開
題目：小学校、中学校、高校での英語教育
概要：①小学校英語教育の実践に関する資料収集およびその指導法の研究、②第 2 言語習得理論に関する研究、③ 小学校・
中学校・高等学校の教科書等英語教材の研究
取り組みのポイント：中学校新指導要領が令和 3 年度より全面実施となり、各社より教科用図書が刊行された。それら教
科書における「主体的、対話的で深い学び」を目指すための創意工夫や改善ポイントについて考察する。また、教科書を
用いて新学習主導要領がめざす「思考力、判断力、表現力」を付けさせるための方策について模索する。

社会活動（学外委員等）

三重県立松阪商業高校学校関係者評価委員 ( 平成 23 年 4 月 1 日～現在に至る ) ／津市立南が丘小学校評議員 ( 平成 15 年
4 月～現在に至る ) ／津市立南が丘小学校学校運営協議会委員 ( 平成 15 年 4 月～現在に至る ) ／ 津市立南が丘中学校学校
運営協議会委員 ( 平成 27 年 4 月～現在に至る ) ／外国語教育メディア学会中部支部評議員 ( 平成 14 年 4 月～現在に至る ) ／ 
英語資格試験面接委員 ( 昭和 63 年～現在に至る ) ／高円宮杯中学生英語スピーチコンテスト三重県大会審査委員長 ( 平成
17 年～現在に至る ) 三重県高等学校英語スピーチコンテスト審査委員長 ( 平成 23 年～現在に至る ) ／郷土三重を発信 !
ワンペーパーコンテスト審査委員長 ( 平成 26 年～現在に至る ) ／三重県高等学校英語研究会顧問（令和 2 年 4 月～現在に
至る）

講演活動実績
「主体的・対話的で深い学び」をめざすコミュニケーション活動（三重県教育委員会 平成 30 年１月）、「深い学び」をめざ
す小学校英語科教育（津市立南が丘小学校 令和元年 5 月 29 日）、「英語教科書からみる英語教育の変遷」（皇學館大学月
例文化講座　令和３年 12 月配信）、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動（津市教育委員会　令和５年２月 20 日）
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　教授

氏　　　名 芳賀　康朗

専 門 分 野 心理学

所 属 学 会 日本心理学会／日本基礎心理学会／日本認知心理学会

キーワード 心理学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

大学で学ぶ心理学の
紹介 「学問」としての心理学の内容と研究方法について紹介します。

心理学教育

連携事業等へのアピールポイント
専門分野は実験心理学ですが、高等学校、中学校、小学校での心理学の模擬授業も行っています。「心ってどこにあるん
だろう？」、「心は何をしているんだろう？」、「心をどうやって研究するんだろう？」といった素朴な疑問について、簡単
な実験やデモンストレーションをとおして考えていただける機会が提供できると思います。

主な研究課題と今後の展開
「大学生の共感体験に関する心理学的研究」

大学生の日常生活における共感体験を収集・分類し、個人のパーソナリティ特性（共感性、感覚感受性、自尊心）と共感
体験との相関関係を分析するための調査研究を実施します。さらに、共感性と情動反応との関係についても実験的研究を
行うことを予定しています。

社会活動（学外委員等）

講演活動実績
令和４年　オープンキャンパス模擬講義「オンラインコミュニケーションはなぜもの足りないのか？」／令和３年　みえ
アカデミックセミナー 2021「カラダの外に浸み出すココロ」／令和 3 年　令和 3 年度皇學館大学月例文化講座「ノンバー
バル・コミュニケーションの役割」／令和２年　オープンキャンパス模擬講義「あなたの痛みは私の痛み ～共感の心理学
～」／令和元年　高等学校における探究学習活動の支援（宇治山田高校） ／令和元年　夢ナビ LIVE2019 名古屋会場にお
ける模擬講義「「心」は人間だけのものなのか？」
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　准教授

氏　　　名 川村　一代

専 門 分 野 英語教育

所 属 学 会 小学校英語教育学会／中部地区英語教育学会／全国英語教育学会／日本言語テスト学会／
日本児童英語教育学会

キーワード 国際理解・外国語 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

小学校英語教育 教員研修、講演、授業指導助言、県市町の英語教育事業の委員・指導助言

中学校英語教育 教員研修、講演、授業指導助言、県市町の英語教育事業の委員・指導助言

連携事業等へのアピールポイント
　県や市町、学校主催の小学校外国語活動・小学校英語・中学校英語・小中連携に関する講演や教員研修を過去 10 年間に亘り、
200 回以上行った。その間、「現場で使える」ことを念頭に小・中学校の先生方とともに授業研究を行って
きた。小・中学校における英語授業研究の成果を講演や教員研修を通してお伝えできることに喜びを感じて
いる。
　令和 2 年度より小学校で教科としての英語が始まり、小・中学校における英語教育が大きく変わっている。
新学習指導要領に基づく英語の授業をよりよいものにするため、お役に立てれば幸いである。

主な研究課題と今後の展開
題目：小・中学校外国語科における「話すこと［やり取り］」の評価
概要：新学習指導要領では「話すこと」が双方向で話す「やり取り」と一方向に話す「発表」にわけられた。現在「やり取り」
の評価には「教師による面接型」テストが主に用いられているが、「学習者同士の対話型」テストの方が「やり取り」をよ
り適切に評価できるのではないかと考え、「やり取り」を評価するには、どちらのテスト形式がより適切かを、言語発達段
階を考慮して調査する。
到達目標と令和４年度の取組ポイント：中学校で、生徒が指導者と話す「面接型」テストと生徒同士が話す「対話型」を実施し、
両テストにおける生徒の発話を評価観点に照らし合わせて分析し、「面接型」テストと「対話型」テストでは生徒の発話が
同じなのか、異なるのかを調査する。
課題の背景：小・中学校の教員から、流動的である「やり取り」の評価の仕方がよくわからないという声を聞く。「やり取
り」のより適切な評価方法が提案できれば、小・中学校のみならず英語教育全般に貢献できると考える。

社会活動（学外委員等）

中部地区英語教育学会運営委員（平成 27 年～）／玉城町英語教育推進アドバイザー（平成 29 年～）／東京書籍 NEW 
HORIZON Elementary 著作関係者（平成 29 年～）／三重県小中学校英語教育研究会顧問（平成 30 年～）／小学校英語
教育学会三重県理事（平成 31 年～）／三重県小学校英語教育研究会会長（平成 31 年～）／小学校英語教育学会学会誌
査読委員（令和元年～）／三重県教育委員会英語教育推進事業講師（令和元年～ 2 年）／三重県教育委員会小中連携研究・
開発チームアドバイザー（令和３年度～）

講演活動実績
三重県教育委員会小中連携研究・開発チームに係る研修会「小中のつながりを意識した小学校外国語授業」（亀山市、伊勢市、
伊賀市）（令和４年）／中学校英語地域別研修会（四日市市）「小中連携を意識した英語の授業」（令和４年）／松阪市英語コミュ
ニケーション力向上推進事業研究指定校公開授業研究会「外国語教育における主体的・対話的で深い学び～」（令和４年）／
中学校英語地域別研修会（桑名市）「逆向き設計論を活用した授業づくり～言語活動と練習を意識して～」（令和３年）／
三重県教育委員会英語教育推進事業モデル校公開授業及び講演会「小学校外国語教育の指導と評価」（令和３年）／津市小・
中・義務教育学校教員英語授業力推進研修「小学校英語から中学校英語への接続」（令和 2 年）／東京教育研究所教育シン
ポジウム in 静岡「移行期における授業づくり　新学習指導要領全面実施を見据えて」（平成 30 年）／三重県ブロック別研
修講座英語・外国語活動「小学校外国語活動・外国語科の授業づくり」（平成 26 年～）

－ 41 －

研究シーズ集



所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　准教授

氏　　　名 栗野 理恵子

専 門 分 野 臨床心理学／受容的音楽療法／健康心理学

所 属 学 会 日本心理学会／日本心理臨床学会／日本カウンセリング学会／日本感情心理学会／日本
生理心理学会／日本音楽療法学会／日本音楽心理学音楽療法懇話会／東海心理学会

キーワード 心理学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

心理学教育 心理教育・傾聴ワーク・コミュニケーションの体験ワーク、講演
こころの健康づくり こころの病気の予防のためにできることの体験ワーク、講演

体験ワーク 受容的音楽療法のすすめ　体験ワーク、講演；その他ご要望に合わせて

連携事業等へのアピールポイント
「健康づくりのために、日々あなたは何をしていますか？」と尋ねると、ほとんどの人が身体を動かす事、食事に気を付
ける等を挙げますが、こころに重点を置いた対策はあまり挙げられません。一方、こころの不調を考える際には、からだ
の変化に注意が向きにくいところがあります。健康づくりを考える上では、こころとからだの両方が大切であるのに、多
くの人がどちらかに重点を置いてしまうようです。
連携事業において、人々が日常の「健康づくり」についてあらためて考え直す機会を提供し、こころの健康を維持するた
めに何が出来るのか心理学的知見を紹介します。話を聞くことを今一度見つめ直す傾聴ワーク等、様々な体験ワークを通
して身体全体で気づきを得て、学ぶ場を提供します。
皆様のこころの健康づくりに貢献出来れば嬉しく思います。

主な研究課題と今後の展開
・題目　音楽聴取がもつ心理的機能（研究 1）、フォーカシング指向音楽聴取法の継続的実践がもたらす心理・生理的変化
（研究 2）

・概要　音楽を聴くことについて、人々がどのような心理的機能を持つと考えているのかを明らかにします（研究 1）。大
学生にフォーカシング指向音楽聴取法を継続的に実践・体験してもらい、その体験がもたらす心理・生理的反応の特徴
を明らかにします（研究 2）。

・到達目標と取り組みのポイント　音楽聴取の心理的機能を明らかにし、日常の音楽聴取をアップデートすることで「こ
ころの健康づくり」に役立つ可能性があることを示していきたいと考えています。また、音楽聴取のアップデートのひ
とつとしてフォーカシング指向音楽聴取法を提案し、その実践がもたらす心理・生理的反応特徴を明らかにすることで、
音楽聴取法のアップデートの意義とその有用性を提示したいと考えています。

社会活動（学外委員等）

平成 16 年４月～現在に至る：四日市市教育委員会ハートサポータ―
平成 30 年４月～現在に至る：名古屋市子ども青少年局保育部　障害児保育巡回指導　統合保育スーパーバイザー
令和３年４月～現在に至る：一般社団法人 三重県公認心理師会　副会長、　職能・研修委員会委員長

講演活動実績
平成 30 年９月：菊武学園　2018 年度９月学園研修「発達障害の今を知ろう」平成 30 年高大連携体験授業「コミュニケー
ションを考えよう」11 月三重県立四日市工業高等学校 12 月愛知県立緑丘高等学校／平成 31 年高大連携体験授業「コミュ
ニケーションを考えよう」９月 愛知県立緑丘高等学校／令和２年１月：菊武学園　2019 年度１月学園研修「発達障害と
周囲の対応について　発達障害と合理的配慮」
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　准教授

氏　　　名 髙沢　佳司

専 門 分 野 臨床心理学

所 属 学 会
American Psychological Association ／ The World Association for Person Centered 
& Experiential Psychotherapy & Counselling ／日本心理学会／日本パーソナリティ心
理学会／日本カウンセリング学会／愛知カウンセリング協会

キーワード 心理学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

メンタルヘルス
管理・啓発

精神疾患の予防や心理的健康の増進にかかる講演、心理教育、および情報提供
認知行動療法（自動思考の修正、曝露療法、持続曝露療法、曝露反応妨害法、睡眠スケジュー
ル法、マインドフルネス・ストレス低減法、弁証法的行動療法）、イップス対策

連携事業等へのアピールポイント
企業・学校・自治体への出張授業（講演）が可能です。主な話題はメンタルヘルス管理（特に科学的手法によるストレス
コントロール方略）ですが、他にも教育心理学的・発達心理学的・社会心理学的・犯罪心理学的な話題も可能な限り対応
します。詳しくは「講演活動実績」をご覧ください。

主な研究課題と今後の展開
・題目　フォーカシングの利用と認知的再評価を繋ぐ情報処理プロセスの解明
・概要　古典的な 6 段階方式のフォーカシングのうち第 5 段階（Asking）の手続きと解釈レベルとの関連を検討する。
・到達目標と令和３年度の取り組みのポイント　① Asking の手続きによる解釈レベルの変動をコーディングによって評価
し、統制手続きと比較する。②令和３年度以降、①の取り上げた手続きの効果を関連するパーソナリティ要因を統計的に
統制した上で検討する。また、解釈レベルそのものを操作し認知的再評価に対する効果を検証する。
・課題として取り上げた背景　古典的な 6 段階方式のフォーカシングは自己理解やストレス軽減の方法として紹介されて
きた。一方、その作用機序については未解明の部分が残されている。本研究では解釈レベルを中心的な媒介変数に据え、
古典的な 6 段階方式のフォーカシングがどのような情報処理過程を経て認知的再評価を引き起こすのかについて検討する
ものである。

社会活動（学外委員等）

日本カウンセリング学会　カウンセリング研究編集委員

講演活動実績
令和４年度皇學館大学講師派遣プログラム「思考のクセ、かたよりをほぐしたい時は」令和４年９月／令和４年度三重県
安全・安心まちづくりフォーラム（令和４年８月）／令和３年度三重県農業大学校講義：現代社会と文化「思考のクセ、
かたよりをほぐしたい時は」令和３年 11 月／中部ブロック防犯ボランティアフォーラム講演「目撃の心理学と防犯ボラン
ティアに参加したい学生へのインタビュー」令和３年６月／安全・安心まちづくり地域リーダー養成講座「心の観点から
防犯を考える」令和 2 年 10 月／宇治山田高等学校・二学年探求学習「第一印象」令和元年 8 月／愛知カウンセリング研
修会「フォーカシング」令和元年 8 月／愛知カウンセリング研修会「フォーカシング」平成 30 年 8 月／生活と文化講座「は
じめての教育心理学～子どもや孫のやる気を刺激するには～」平成 30 年 2 月
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　准教授

氏　　　名 中山　真

専 門 分 野 社会心理学／臨床心理学

所 属 学 会
日本心理学会／日本社会心理学会／日本グループ・ダイナミックス学会／
日本パーソナリティ心理学会／東海心理学会／日本カウンセリング学会

キーワード 心理学 幼児教育・保育・子育て支援 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

心理学教育 ストレスマネジメント、子どもの発達理解等の講演

連携事業等へのアピールポイント
専門分野は対人関係，ストレスです。臨床心理士として，スクールカウンセラーの経験があります。これまで，ストレス
や怒りのマネジメント，子どもの発達過程，身近な人間関係に関する講演や研修を行ってきました。また，以前は恋愛関
係（告白行動における第三者の関与，失恋による人間的成長）について研究をしていました。出会いや結婚，恋活・婚活
の実践に携わることができないか思案しています。

主な研究課題と今後の展開

社会的クリティカルシンキングの有用性
クリティカルシンキング（批判的思考）とは，①証拠に基づく論理的で偏りのない思考，②自分の思考過程を意識的に吟
味する省察的で熟慮的思考，③より良い思考を行うために目標や文脈に応じて実行される目標指向的な思考のことです。
このような思考は，これからの社会に必要なジェネリックスキル（汎用的能力）の 1 つとして国内外で注目されています。
しかし，そのような能力を持つ人物への親しみにくさも指摘されています。この問題をクリアするために，多様性を認め，
偏りなく他者を理解し，文脈や状況によっては譲歩することができる，社会的クリティカルシンキングという概念が登場
しました。しかし，他者評価や具体的な日常生活場面でその能力がどのように活用されるかについて，検討はなされてい
ません。今後の研究により，それらの点を明らかにしていきたいと考えています。

社会活動（学外委員等）

日本パーソナリティ心理学会 機関誌編集委員（平成 29 年 9 月～令和４年３月）

講演活動実績
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部 教員免許状更新講習 選択必修講習・教育相談「教師のためのストレスと怒りのマネジメン
ト」（平成 30 年 6 月）／福祉ネットワークけんふく研修会「発達過程について（乳児期～幼児期・児童期～青年期）」（平
成 30 年 11 月・12 月）／皇學館大学月例文化講座「対人関係とストレスの心理学」（令和３年 11 月）
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所　　　属 文学部　コミュニケーション学科　助教

氏　　　名 玉田　貴裕

専 門 分 野 英語学／言語学

所 属 学 会 日本英語学会／日本英文学会／近代英語協会／名古屋大学英文学会

キーワード 文学・言語学 国際理解・外国語

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 英語史や古英語、中英語に関する知識普及活動

連携事業等へのアピールポイント
今世界で話されている英語は、５世紀半ばに、後にアングロサクソン人と呼ばれるゲルマン系の小部族がブリテン諸島に
持ち込んだ言語が、言語内外の諸要因により、大小さまざまな変化を経て形成されたものです。現代英語がどのような要
因によりどのような変化を経て今の姿になったのかに関心があります。講演や読書会などを通じて、英語の歴史や、古英
語（５世紀～１１世紀）・中英語（１１世紀～１５世紀）の文法的特徴や音の響きについて知っていただくお手伝いがで
きたらと思っております。

主な研究課題と今後の展開
現在は結果構文の用法の歴史的変化について研究しています。結果構文とは John hammered the metal flat（ジョンはそ
の金属を叩いて平にした）のような文のことですが、現代英語に比べて、初期の英語ではこの構文の種類が非常に限られ
ていました。この研究では、結果構文の用法がどのような要因でどのように拡張していったのかを、他の構文や他言語の
同タイプの構文と比較しながら調査をしています。

社会活動（学外委員等）

中部英文学編集委員長（令和３年～現在に至る）
史的英語学研究会大会運営委員（令和３年～現在に至る）

講演活動実績
令和３年度 皇學館大学月例文化講座「言語の違いが物事の捉え方に及ぼす影響」（令和３年８月）
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 大杉　成喜

専 門 分 野 特別支援教育学／教育工学

所 属 学 会 日本特殊教育学会／日本教育工学会／日本教育情報学会／日本育療学会／
日本 LD 学会／日本生活科・総合的学習教育学会

キーワード 特別支援教育 学校教育 福祉・高齢者・人口減少

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

特別支援教育工学 Assistive Technology（支援技術）による障がいのある児童生徒、成人の支援

特別支援教育 特別支援学校、小学校・中学校等の支援（教育相談等）

プログラミング教育 プログラミング教育にかかる支援（Viscuit、micro:bit、ドローンプログラミング等）

連携事業等へのアピールポイント
県内外の特別支援学校や伊勢市健康福祉課・教育委員会と連携して取り組みを行っているほか、日本教育情報学会、マジ
カル・トイボックス、東海特別支援教育カンファレンス、三重県ライフサポートフェスタ等全国的な研究会や地域根ざし
た研究会とも連携してICT 活用、プログラミング教育（Viscuit、micro:bit、ドローン等）の推進に力を入れています。特
別支援教育と教育工学の学際的研究として、障がいが重くほとんど身体を動かすことができない幼児児童生徒学生に対し
て視線入力装置をはじめ様々な機器利用により「できること」を増やす実践をすすめてきました。

主な研究課題と今後の展開
・題目　プログラミング教育／肢体不自由のある児童生徒の視線入力の活用研究
・概要　文部科学省の「教育の情報化に関する手引 - 追補版 -( 令和２年６月 )」「小学校プログラミング教育の手引（第三

版令和２年２月）」の改訂を受け、実践研究を行っています。小学校での授業や中学校の部活動、市民講座として
Viscut や micro:bit、トイドローンを用いたプログラミング教育、特別支援学校等では障害に応じた機器利用（ア
システィブ・テクノロジー）にかかる実践研究を進めています。

・到達目標と次年度の取り組みのポイント
　　　　これまで小学校低学年の子どもの Viscuit、中学年の子どもの micro:bit、ドローンプログラミングにおける思考の

深まりについて検証してきました。また、皇學館中学校未来理工部と連携してプログラミングについて支援して
きました。次年度もさらに実践を進めるとともに、引き続き障害のある人の視線入力デバイス等の ICT 機器活用
研究を進めます。

社会活動（学外委員等）

三重県立くわな特別支援学校評価委員（平成 29 年～令和４年）／京都府特別支援教育専門家チーム（平成 29 年～現在
に至る）／伊勢市教育委員会教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価委員（平成 30 年～令和４年度）／伊勢
市障害者施策推進協議会委員（平成 30 年～現在に至る）／伊勢市健康福祉課中期計画選定委員会委員（令和元年～令和
３年度）／音声教材の効率的な制作方法等に関する調査研究協力者（愛媛大学・令和元年～現在に至る）／三重県立特別
支援学校玉城わかば学園学校関係者評価委員（令和２年～現在に至る）／福岡県教育委員会重点課題研究専門委員（令和
３年度～５年度）

講演活動実績
◎特別支援学校

重度・重複障害教育おける ICT 活用の現状と課題（令和元年）／重度重複障害教育おける視線入力装置の活用（令和２年）／
特別支援教育における ICT・アシスティブテクノロジーの活用（令和２年・令和３年・令和４年）

◎教育委員会・教育センター・校長会等
ICT 活用による就労支援、重度・重複障害のある子どもの ICT・AT 活用（平成 29 年）／知的障害者の心理と指導法（平
成 30 年～令和３年）／特別支援学校における ICT 活用（令和３年・令和４年）
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 加藤　純一

専 門 分 野 保健体育科教育法

所 属 学 会 日本体育学会／日本体育科教育学会／日本武道学会／日本家庭教育学会／身体運動文
化学会／全国小学校体育研究連盟

キーワード 芸術・スポーツ 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

体育・保健体育（授業） 小中学校での授業をサポート
体育・保健体育

（担当者） 言語活動の充実、新学習指導要領、小中連携の仕方

剣道 児童・生徒・学生・一般（外国人を含む）に対しての剣道の普及と指導

連携事業等へのアピールポイント
自分は体育が苦手だから、児童に体育を指導するのは難しいと感じている先生方に寄り添えればと考えています。例えば
逆上がりができなくても、児童に逆上がりをさせることは可能です。動きを言語化していくことでそれは可能となり、示
範せずに達成へ導くこともできます。
　また、運動嫌いな子ども、技ができなくて体育がつまらないと思っている子どもにも寄り添いたいと
思っています。一人でも多くの児童・生徒が、体育って楽しいと思ってもらえるよう、お手伝いできれ
ばと考えています。

主な研究課題と今後の展開
小学校や中学校における体育・保健体育の授業の展開のあり方について研究を進めています。現在は ICT を活用した授業の
展開に注目しています。

社会活動（学外委員等）

身体運動文化学会理事（令和４年４月～現在に至る）
日本武道学会剣道分化会幹事（令和 2 年 4 月～現在に至る）
三重県剣道連盟理事（平成 31 年４月～現在に至る）
鳥羽市剣道連盟理事（平成 31 年４月～現在に至る）
伊勢市教育研究所スクールイノベーション事業（平成 30 年４月～現在に至る）体育担当
全日本剣道連盟国際委員会委員（平成 17 年 4 月～現在に至る）
全日本剣道連盟総務資料委員会委員（平成 2 年 4 月～現在に至る）

講演活動実績
令和４年 7 月　皇學館大学月例文化講座 第２回「解釈する身体・解釈しない身体―武道論的視座からのアプローチ」
令和３年８月　令和３年度教員免許状更新講習　講師
平成 30 年 4 月～平成 31 年３月　伊勢市教育研究所スクールイノベーション事業　小学校「跳び箱運動」「ネット型」授
業の指導
平成 30 年 2 月　越谷市教育センター主催　体力向上研修会にて講演　「小中一貫教育に向けて　ー新学習指導要領にみ
る体育・保健体育の接続ー」
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 叶　俊文

専 門 分 野 体育心理学

所 属 学 会 日本スポーツ心理学会　日本体育学会　日本教育心理学会

キーワード 芸術・スポーツ 学校教育 心理学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

連携事業等へのアピールポイント
子どもの運動や高齢者、障がいのある方への運動サポートなどの事業に協力できると思います。

主な研究課題と今後の展開
子どもの体育・運動への動機づけを研究
　現在は体育授業が子どもたちのマイナス感情の誘因になっているのではないかと考えて調査しています。
　また、コミュニケーション能力を高める準備運動などを考えています。

社会活動（学外委員等）

三重県障がい者スポーツ指導者協議会理事
伊勢市スポーツ推進審議会 会長

講演活動実績
・伊勢市健康づくりアドバイザー養成講座「生活習慣病予防のための運動」
・伊勢市スポーツ少年団指導者研修会「困っている子どもへの対応」
・伊勢市健康課事業「ウォーキングの効果を考える」
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 駒田　聡子

専 門 分 野 食育・調理学・子育て支援

所 属 学 会 日本調理科学会、日本保育学会、日本食育学会、日本生活科・総合的な学習教育学会、
日本小児アレルギー学会

キーワード 幼児教育・保育・子育て支援 健康づくり・食育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

健康教育 教員・保育者研修　保護者支援

食育 教員・保育者研修　保護者支援

連携事業等へのアピールポイント
・将来にわたり健康を維持し、健康増進を図るための生活習慣を中心とした教科教育、子育て支援、保護
■者支援の講演会活動を行います。
・また、三重の食材などを活かした調理体験など、実践的体験活動を通じた食育事業を行います。

主な研究課題と今後の展開
保育所における食物アレルギー児支援の実態と、事故予防のための視点
地元食材を用いた食育自洗活動の展開
保育所における食育を中心とした実践活動の展開

令和５年度予定
　三重県総合博物館連携事業
　松阪市ベルファームとの連携（地産地消の定着に向けた取り組み・親子料理教室開催）
　津市中央公民館他：親子料理教室の開催
　三重県・岐阜県保育総合　助言
　三重県・大阪府など、保育士等キャリアアップ研修　「食育・アレルギー対応」「保健計画・事故対応」講師他

社会活動（学外委員等）

全国保育士会紀要委員（令和元年～令和3年）
伊勢市教育委員（令和元年～）
ＦＭ三重番組審議委員（令和3年～）
市立伊勢総合病院改革プラン評価委員　 市立伊勢総合病院地域医療支援病院運営委員（平成 29 年～）
日本調理科学会次世代に伝え継ぐ 日本の家庭料理 三重県調査委員（同上）
みえ食文化研究会役員（平成 28年～）
三重県立博物館協議会委員（令和４年～）
三重県みえメディカルバレー企画推進会議委員（令和３年～）
伊勢茶応援団　Ise Cheers （令和４年～）

講演活動実績
全国保育士会食育研究会講師（令和３年・４年）
（毎年依頼がある講習会・研修会講師）
保育士等キャリア・アップ研修 東京都、福岡県、三重県、岐阜県、大阪府、神戸市、吹田市講師　その他（食育・食物ア
レルギー、安全管理、保健衛生） 三重県保育協議会主催 三重県保育総合研修会助言者
岐阜県保育研究協議会主催 岐阜県保育総合研修会助言者　亀山市教育委員会主催 子育ての宝箱講師
三重県子育て支援員養成講座講師
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 勢力　稔

専 門 分 野 教師教育／学校マネジメント

所 属 学 会 日本化学会／日本理化学協会

キーワード 学校教育 ICT・メディアリテラシー

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

教師教育 養成、研修の分野で 、教員の資質向上ために学校をサポートします。

学校組織マネジメント 学校を取り巻くさまざまな環境を的確に把握し、 学校の有り様をその刻々と変化する環境の中に適
応できるようサポートします。

授業改善（ICT活用含） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関し、授業方法（ICT 活用・評価手法）に関す
るサポートをします。

連携事業等へのアピールポイント
学校組織マネジメントの観点から、「教員の資質向上」、「教育活動の活性化」、「学校教育に関わる諸課題の危機管理」等
に関して、現状分析から、今後の方向性まで教育現場の視点からサポートします。

主な研究課題と今後の展開
・題目　教育の方法と技術
・概要　少子高齢化、グローバル化、情報化と世の中の変化が学校教育に大きく影響を及ぼしています。予測するのも難
しくなってきている現在、様々な教育方法に目を向け柔軟に対応できる教師の在り方を研究していきます。そのため、具
体的な教育方法に着目しどのような共通点やバリエーションがあるかを探求していきます。
・到達目標　カリキュラムマネジメントをもとに、様々な教育方法を活用し、継続的に授業改善を進めていくサイクルの
確立。

社会活動（学外委員等）

日本理化学協会名誉理事 ( 平成 29 年～現在に至る )

講演活動実績
伊勢市内小学校出前講座（有緝小平成 30 年，令和元年）
三重ジュニアドクター育成塾（平成 30 年 ～現在に至る）
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 中條　敦仁

専 門 分 野 国語教育学／キャリア教育学

所 属 学 会 日本国語教育学会／全国大学国語教育学会／日本キャリア教育学会／日本笑い学会

キーワード 学校教育 社会教育・生涯学習 ICT・メディアリテラシー

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

国語教育・言語教育 教材研究法および教科指導法。言語発達を踏まえた言語教育法
教育現場での ICT

機器活用
ICT 機器の特性を知り、有効活用を考える。また具体的活用方法の提案

キャリア教育・進
路指導

自己の対話や自己探求活動の考え方と実践方法。進路ガイダンス

連携事業等へのアピールポイント
　児童・生徒の「話す・聞く・書く・読む」の育成を目的とした、言語教育・国語の授業プラン作成のお手伝いや提供を
おこないます。また、授業への ICT 機器の導入方法や有効な活用方法の提案をいたします。言語・国語教育、ICT 機器活
用をとおして、こどもの「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けたお手伝いができればと思います。
　また、キャリア・カウンセラー資格、ガイダンスカウンセラー資格を有していることから、中高生向けの進路相談や進
路ガイダンス、進路講演にも対応できます。絵本の読み聞かせ、紙芝居、笑いに関する講演会やワークショップにも対応
できます。

主な研究課題と今後の展開
・題目；対話を生む国語の授業―物語文の場合―
  概要：物語文は、主な登場人物の関係性からくる心情・行動の変化とそのきっかけを読み取ることにある。その読み
　　　　取りに際して、言語情報を可視化しその結果を踏まえて、国語科の課題のひとつである対話力の向上の方法を
　　　　開発、提案することを目的とする。

・題目：電子黒板とタブレット PC の連携による「主体的・対話的で深い学び」の実現
  概要：GIGA スクール構想による 1 人 1 台タブレットが実現しつつある状況下、効果的な連携方法を探る必要がある。
　　　　そこで、電子黒板とタブレット PC を連携させるための支援ツールを有効活用するためのデジタルワークシート
　　　　の考案とその授業方法について検討し、その手法の提案を目的とする。

社会活動（学外委員等）

日本国語教育学会地区理事＜三重県＞（平成 24 年～）／日本笑い学会三重支部支部長（令和元年～）／
公益財団法人三重こどもわかもの育成財団評議員（令和元年～）／株式会社三省堂教科書編集協力委員（令和 2 年～）／
日本キャリア教育学会理事（令和 3 年～）／キャリア・カウンセラー資格認定委員長（令和５年～）

講演活動実績
津市教育研究会南ブロック国語部会研修会ワークショップ実施＜説明文教材の授業方法＞（令和元年）／日本笑い学会

三重支部笑例会＜笑いと絵本・物語＞（平成 30 年）／三省堂中学校国語セミナー 2020 in 三重＜和歌教材の読みの方略＞（令
和元年）／亀山市 市民ライブラリアン講座―絵本の魅力と可能性―＞（令和４年）／伊勢市教育委員会 学力向上推進事業
における講演・助言（令和４年）／その他　三重県内小学校校内研修会における講演・助言／
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 中松　豊

専 門 分 野 理科教育学／生物教育学／応用動物昆虫学

所 属 学 会 日本生物教育学会　日本応用動物昆虫学会

キーワード 数理・統計 学校教育 その他

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

理科教育学 小学校・中学校・高等学校理科出前授業、昆虫展、環境教育

生物教育学 昆虫の血球の生体防御に関する教材の提供、生物教育学会実験サポーター（小学校～社会人）

応用動物昆虫学 
（昆虫生理学）

生体防御　寄生蜂に関する研究

連携事業等へのアピールポイント
　理科教育分野については、昆虫を使った生理・生態系の展示説明、生物教育分野に関しては昆虫を
使った実験・観察（出前授業も可）、応用動物昆虫分野では昆虫の免疫や寄生蜂を使った共同研究が
可能。

主な研究課題と今後の展開
昆虫の免疫についての研究
昆虫の内分泌についての研究
昆虫を使った教材開発（保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校）
授業実践（開発した教材を使った出前授業　ノースウェスト大学（南アフリカ共和国）との共同研究）

社会活動（学外委員等）

　三重県環境影響評価委員会委員（平成 23 年３月～現在に至る）
　伊勢市環境審議会委員（会長）（平成 27 年４月～現在に至る）
　伊勢市環境課との連携事業（平成 25 年 10 月～現在に至る）
　伊勢赤十字病院地域医療支援病院運営委員会委員（平成 28 年４月～現在に至る）
　第 64 回日本応用動物昆虫学会大会　大会副会長（令和 2 年 3 月）
　日本応用動物昆虫学会第 64 回全国大会　大会副会長（令和 2 年 3 月）
　三重県教員育成協議会委員（令和 3 年 4 月～現在に至る）
　伊勢市廃棄物減量推進委員会委員（会長）（令和 3 年 4 月～現在に至る）
　日本生物教育学会第 106 回全国大会　実行委員長（令和 4 年 1 月）

講演活動実績
三重県高等学校理科教育研究会生物部会研修会（平成 31 年２月）
伊勢神宮の森に棲息する生きものどうしの関係　－寄生蜂の生活について－　平成 30 年度皇學館大学月例文化講座（平
成 30 年７月）
アワヨトウと寄生蜂の関係　小笠原自然文化研究所との研究発表会（令和元年８月）
三重ジュニアドクター育成塾における教育支援について　三重県・三重大学連携新博物館シンポジウム「博物館・大学・ 
県民の連携がつくる学びの輪」( 令和２年３月 )
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所　　　属 教育学部　教育学科　特命教授

氏　　　名 村瀬　雅俊

専 門 分 野 数学／複雑系科学／基礎物理学／生物学基礎理論／未来創成学／統合創造学

所 属 学 会 国際教育学会

キーワード 社会教育・生涯学習 数理・統計 その他

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文理融合による統合
的研究 創造性とはなにか？ノーベル賞の発想に学ぶ「出来ないことこそ創造の原点」

芸術と心理学の
統合的研究 描くこと、一人ではないことへの気づきによる「心と身体と運動の統合に向けて」

未来創成学の展
望と創造性 他者との競争から、自他一如の「共創」による輝かしい未来創造の展望

連携事業等へのアピールポイント
私は小学校５、６年生のとき、国語０点、算数０点、中学 1 年のとき、アルファベットが書けませんでした。その状態から、
どうしたら、大学に入学して大学院に進み、博士号を取得して日本語や英語の本を書いたり、国際学会で講演したりでき
るようになったのでしょう。すべての鍵は、自分自身の「ものの見方」にありました。「ものの見方」を変えると、それま
で「目に見えなかった世界」が色鮮やかに輝きはじめ、語りかけはじめてくれたのです！もちろん、一生
懸命に「遊びながら学ぶ」こともしました。それまでは「遊ぶだけ」でした。学友は逆に「学ぶだけ」でした。
私たちは、「遊び」と「学び」を分けて考えがちです。そこに問題があったのです。「遊び」と「学び」を
インターリーヴすることで、「共創と調和の循環論」を実践することになります。もちろん、みなさんにも、
そのような機会を創り出すパワーがあるのです。

主な研究課題と今後の展開
・題目１　『自然（じねん）の覚知――生命（いのち）の調和と循環』村瀬 雅俊・村瀬 智子　編著　出版
・概要　頼住光子（東京大学大学院人文科学研究科教授）、松木邦裕（京都大学名誉教授）、西平直（京都大学名誉教

授）、宮川清（東京大学大学院医学系研究科教授）、大野照文（皇學館大学特別招聘教授）を交えた共同研究推進
・到達目標と次年度の取り組みのポイント　異分野交流を推進して、神道精神をも含めた1冊の編著本を作成する。
・課題として取り上げた背景　京都大学において31年の実践展開を踏まえた総決算で複雑性の中に単純性を探究する。
・題目２　 Life as History and Future: The Emerging Paradigm of Co-creation beyond Humanity, Nature, and Society
　Authors: Masatoshi Murase and Tomoko Murase, Publisher: Springer-Nature
・概要 2000年に京都大学学術出版会から刊行した『歴史としての生命』、2020年にナカニシヤ出版より刊行した本書の増

補版を英語版として出版を計画している（契約済み）。我が国から世界に向けて、「共創と調和の循環論」を提唱する。

社会活動（学外委員等）

京都大学・京都府教育委員会　連携推進事業推進委員（平成 22 年４月～現在に至る）／物性研究・電子版　編集長（平成
24 年４月～現在に至る）／国際教育学会理事（平成 25 年 4 月～現在に至る）／ Journal of Integrated Creative Studies
　編集長（平成 27 年４月～現在に至る）／立命館大学理工学部物理学科　非常勤講師（平成 14 年４月～現在に至る）／
三重大学大学院医学研究科非常勤講師（平成 30 年４月～現在に至る）／日本赤十字豊田看護大学非常勤講師・哲学（令
和２年４月～現在に至る）／滋賀県立膳所高等学校 SSH プログラム高大連携講座を担当（平成４年４月～現在に至る）

講演活動実績
Kyoto Manifesto II on Kyoto Symposium V ― Polyphonic circular co-emergence「京神話－動・不動の共創」（令和元年６
月12 日）同志社大学 クラーク記念館／ ASU/Future Design/FEAST Workshop on intergenerational futures “Opening and 
Enacting New Futures”（令和元年 11 月7 日―9 日）総合地球環境学研究所 講演室／第３回こころの健康づくりシンポジウム　
日本赤十字豊田看護大学講堂・令和元年 12 月14 日（土）「‘ 無 ’ に挑む－湯川秀樹の見果てぬ夢」／京都大学・京都府教育
委員会連携事業の一貫として、高大連携講座を担当　京都府立鴨沂高等学校　出前講義（平成 30 年４月～現在に至る）
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 吉田　直樹

専 門 分 野 発達心理学／環境心理学／臨床心理学

所 属 学 会 日本心理学会／日本教育心理学／日本発達心理学会／人間環境学会／ 日本環境心理学
会／日本臨床心理士会

キーワード 心理学 幼児教育・保育・子育て支援

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

教育・子育て・青少年 子どもや保護者が発信するサインを受け取り支援につなげるネットワーク作り

連携事業等へのアピールポイント
子どもの発達や児童虐待の問題について、臨床的なアプローチやアセスメントを通して考えるとともに，保護者支援のプ
ログラム開発や運用についても取り組みます。

主な研究課題と今後の展開
児童虐待や子育て支援に関するケースカンファレンス，スーパビジョンの事例研究から，子どもの生活環境や保育環境の
状況を把握し、子どもの成長・発達に適した人的環境・物理的環境を準備するためのマニュアルを作成する。

社会活動（学外委員等）

伊勢市立中島小学校評議員（平成 22 年 4 月～現在に至る）／鳥羽市「総合子ども相談」スーパーバイザー（平成 29 年 
8 月～現在に至る）

講演活動実績
明和町児童虐待防止講演会／鳥羽市保育所職員研修会
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 渡邉　賢二

専 門 分 野 教育心理学／家族心理学

所 属 学 会 日本心理学会／日本教育心理学会／日本家族心理学会／日本発達心理学会

キーワード 心理学 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

保育現場や教育現場 講演やグループワークを用いた予防的な支援

幼児・児童の保護者 講演やグループワークを用いた予防的な支援

連携事業等へのアピールポイント
心理学の研究知見を基に，教育現場においての幼児，小学生，中学生の心理や支援，発達に課題のある子どもをもつ保護
者や支援をする先生方に研修や講演，また不登校やいじめなどの予防的な支援，保護者を対象に，子育て支援などを実施
します。

主な研究課題と今後の展開
題目：心理教育を用いた児童生徒のソーシャルスキルの獲得
概要：小中学校において，心理教育プログラムを実施しソーシャルスキルを獲得することを目的とする。
継続的に，定期的に心理教育プログラムを実施することにより，児童生徒のソーシャルスキルや自己肯定感が向上するた
め，年間，また学校をあげて取り組む必要性があると考えられる。

社会活動（学外委員等）

三重県教育委員会いじめ問題対策連絡協議会委員（令和2年4月～）
三重県教育委員会不登校支援アドバイザー（令和2年4月～）
三重県教育委員会指導改善研修審査委員（平成29年7月～）
伊勢市いじめ問題対策委員会委員長（平成28年3月～）　　など

講演活動実績
令和４年11月「課題のある子どもの理解と支援－愛着と不登校の問題に焦点をあてて－」いなべ市教育委員会（学校長対象）
令和４年10月「不登校の子どもたちの理解と支援について」松阪市教育委員会（小・中学校教員対象）
令和４年10月「多様な課題を抱える子どもの理解と支援」亀山市教育委員会（小学校教員対象）
令和４年 ８月「多様な課題を抱える子どもの支援」津市教育委員会（中学校教員対象）
令和４年 ７月「思春期の子どもに親ができること」松阪市教育委員会（保護者対象）
令和４年 ６月「発達に課題のある子どもの支援について考える」鈴鹿市教育委員会（小・中学校教員対象）
令和４年 ６月「魅力ある学校・学級づくりにおけるレジリエンス教育」志摩市教育委員会（小・中学校教員）
令和４年 ５月「不登校児童生徒の支援と組織対応」三重県教育委員会（小・中・高校・特別支援学校教員対象）など
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所　　　属 教育学部　教育学科　教授

氏　　　名 渡邉　毅

専 門 分 野 道徳教育

所 属 学 会 日本道徳教育学会／日本生徒指導学会／日本学校カウンセリング学会

キーワード 道徳教育 学校教育 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

道徳教育振興活動 中学校検定道徳教科書及び指導書の執筆と各種雑誌への寄稿

同上 第８回皇學館大学道徳科教育研究協議会研究大会の開催

連携事業等へのアピールポイント
伊勢の学習塾とゼミ学生が連携した道徳授業「人間力・生き方」講座（小中学生対象）の実施

「不登校激減法」の番組制作（皇學館大学大学生テレビ局）
「学級崩壊克服法」の番組制作（皇學館大学大学生テレビ局）
「不登校予防法」の番組制作（皇學館大学学生テレビ局）
「不登校緊急対応」の番組制作（皇學館大学学生テレビ局）

主な研究課題と今後の展開
「先人の伝記」を活用したより効果的な道徳授業の展開が主な研究課題です。現在そうした授業に力を注いでいる学校と

連携して研究を進めています。また、小学校・中学校や学習塾でゼミ学生たちと出前授業を行ったりしていますが、今後
現場の先生方と道徳教育の実践やその内容・方法の研究について交流と連携を深めることができればと思っています。

社会活動（学外委員等）

日本教師会会長（現任）

講演活動実績
H30 志を立てよう（浪速中学校１年生道徳授業）／ H30 教育資源として見た伊勢神宮の魅力（月例文化講座）／ H30 幕
末の志士たちと人物伝（千早鍛錬会）／Ｒ1 志を立てよう（浪速中学校１年生道徳授業）／ R2 志を立てよう（浪速中学校１年生
道徳授業）／ R3 志を立てよう（浪速中学校１年生道徳授業）／ R3 道徳教育の成果（浪速中学校 教員研修）／ R4 こうす
れば君たちはグーンと伸びる（浪速中学校１年生道徳授業）／ R4 明日の学校を創る道徳教育（月例文化講座）
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 市田　敏之

専 門 分 野 教育行政学

所 属 学 会 日本教育行政学会／日本教育制度学会／西日本教育行政学会／日本教育経営学会

キーワード 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

教育行政・政策分野 教育政策の立案や評価に関する知見の提供

子育て支援行政・
政策分野 子育て支援政策の立案や評価に関する知見の提供

連携事業等へのアピールポイント
学校や地域の発展・振興のためのお手伝いができれば幸いです。

主な研究課題と今後の展開
米国初等中等教育段階における科学技術人材育成政策に関する研究
　米国の初等中等教育段階における科学技術人材育成政策について、政策背景や立案過程、カリキュラムや教育プログラム、
教員の確保等について明らかにし、特質と課題を考察することを試みています。

我が国における地方教育財政に関する研究
　我が国の市町村教育財政の実態について明らかにし、特質と課題を考察することを試みています。

社会活動（学外委員等）

明和町子ども・子育て会議 ( 平成 25 年 7 月 ~ 現在に至る ) 
鳥羽市教育委員会点検・評価報告書外部評価員 ( 平成 30 年 9 月 ~ 現在に至る )

講演活動実績
特記事項なし。
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 井上　兼一

専 門 分 野 教育史学

所 属 学 会 教育史学会／日本教育方法学会／日本カリキュラム学会／中部教育学会／明治聖徳記
念学会／日本仏教教育学会

キーワード 学校教育 歴史・文化

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

子ども・教育 学校史の調査など

連携事業等へのアピールポイント
　昭和 10 ～ 20 年代における学制改革について研究しています。特に初等教育に焦点をあてて、審議会の議事や教育政
策の分析を行っています。また政策を受容した学校に与えた影響やそれ以前から変容したことについて探究しています。
教育史に関することで、地域に貢献することができればと思います。

主な研究課題と今後の展開
　研究課題について、尋常小学校から国民学校への改革について再検証しています。制度だけでなく、教科課程の変化に
ついて検討しています。近年では、被占領期において地方教育行政がどのように変化したのかという点にも関心を寄せて
います。発足直後の三重県教育委員会の活動や打ち出された政策とその展開にかかる資料の整理を行っており、今後も継
続していく予定です。

社会活動（学外委員等）

中部教育学会理事（平成 30 年～現在に至る）

講演活動実績
平成 30 年 11 月　三重県立神戸高等学校（出前授業）「教育学部で学ぶこと」
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 小川　真由子

専 門 分 野 小児保健／子育て支援／学校救急／性教育

所 属 学 会 日本保育学会／日本学校保健学会／日本学校救急看護学会／日本健康相談活動学会／
日本養護教諭教育学会／東海学校保健学会／愛知県看護教育学会／日本小児保健協会

キーワード 幼児教育・保育・子育て支援 健康づくり・食育 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

幼児教育・保育分野 乳児保育、子どもの保健、健康と安全の分野における研修

子育て支援分野 地域子育て支援活動、孫育て講座の研修

健康づくり分野 教育現場に必要な救急処置、食物アレルギー対応の研修、出前性教育講座

連携事業等へのアピールポイント
　学校、家庭、地域と連携しながら、子育て支援や子どもの健康と安全を守るための活動に従事していきた
いと考えています。保育、教育に携わる志を持つ学生の人材育成に携わる一方で、学校や子育ての現場との
連携を密にし、ニーズや困りごとに耳を傾け、一体となって解決方法を模索していくための実践活動を行い
たいと思います。

主な研究課題と今後の展開
①「シミュレーション教育による救急時対応力の向上」
　保育・学校現場で起こりやすい傷病の事例について、緊急時対応の実践力を養うためのシミュレーション教育プログラ
ムを実施し、その効果や改善点などを検証しています。これまでに食物アレルギーや熱中症、頭部外傷などのシミュレーショ
ン教育プログラムを考案してきました。今後は遠隔授業の開発を企画しています。
②「Elderly Sitter Program の開発による地域子育て支援拠点の構築」
　少子高齢化が進む中、地域子育て支援の資源として祖父母世代の活躍に期待し、地域の孫育てプログラムとして ESP : 
Elderly Sitter Program の開発を目指します。プログラム修了者の活躍の場としての地域子育て支援拠点を構築し、その効
果を検証していきます。
③「ライフスキルを育む性教育の実践」
　子どもにとって、自分自身を大切にし、人生において責任のある選択をするための知識やスキルを学ぶ、生きるための
性（＝生）教育が求められています。学校における性教育の質を向上させるため、ライフスキルの習得を目指した包括的
性教育の実践を行います。

社会活動（学外委員等）

鈴鹿市防災会議・鈴鹿市国民保護協議会　委員（平成 30 年～令和 4 年）／東海学校保健学会　理事（平成 31 年～現在）／
東海保育保健研究会　理事（令和元年～現在）／日本健康相談活動学会　学会誌編集委員（令和 3 年～現在）／日本養
護教諭養成大学協議会　FD 委員会委員（令和 3 年～令和 4 年）／日本学校救急看護学会　評議員（令和 4 年～現在）

講演活動実績
三重県立四日市四郷高等学校　性教育出前講座（令和 4 年）／鈴鹿市立天名小学校保護者と教職員の語る会「明るく楽しく
お子さんに伝える性のおはなし」（令和 4 年）／名張市立桔梗が丘南小学校　性教育「大切なじぶん」（令和 4 年）／三重県
立特別支援学校東紀州くろしお学園　保健研修会「てんかん・救急救命・エピペンの対応」（令和 3 年）／津市立久居西中学
校　思春期ライフプラン教育事業「自分のための性教育」／みえアカデミックセミナー 2021　公開セミナー「日常生活で必要
な緊急時の対応－身近に起こり得る健康障害への救急処置－」（三重県総合文化センター）／鈴鹿大学公開講座「身近な感染症」

（令和 2 年）／CNS テレビ情報番組「ケーブル News　私たちの安心安全な町」のコーナー「子どもの肥満予防」（令和 2 年）／津
市立小学校　保護者と教職員の語る会「学校と家庭で考える性教育について」（令和 2 年）
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 片山　靖富

専 門 分 野 応用健康科学／健康教育学／公衆衛生学

所 属 学 会
アメリカスポーツ医学会／東海体育学会／日本運動疫学会／日本運動生理学会／日本介護予防・
健康づくり学会／日本教育医学会／日本健康支援学会／日本公衆衛生学会／日本体育・スポーツ・
健康学会／日本体力医学会／日本肥満学会／臨床運動療法学会

キーワード 健康づくり・食育 芸術・スポーツ 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

健康づくり支援／健康教育
／スポーツ振興活動

健康づくり支援（食習慣改善，運動習慣の定着・身体活動増進，体力つくり，など）プログラムの作成や
事業提案／コンサルティング，教室の運営，指導・教育

調査・研究開発支援／
人材育成

健康づくり支援事業や健康関連・開発商品等の効果検証，支援事業を担う人材の養成

連携事業等へのアピールポイント
運動習慣がない者やこれまでに（学校体育授業以外での）スポーツが未経験の者を対象とした運動実践教室，肥満・血圧・
血糖高値などを有する者を対象とした食事改善による減量教室などといった健康支援教室を，研究活動・学生教育・（研
究成果の）地域還元を兼ねて開催してきました． 健康づくり支援（食習慣改善，運動習慣の定着・身体活動増進，体力つ
くり，など）事業の提案や健康づくり支援プログラムの作成といったコンサルティングや人材育成，運営をお手伝いでき
ると思います．

主な研究課題と今後の展開
減量教室の指導回数や期間と効果との関係：汎用性のあるプログラム開発を目指して（平成 24 年度科学研究費：若手研究 B）

【概要】指導回数，指導期間，指導時間数，指導形態（個人 vs 集団）と効果との関係について検証し，指導条件を充実させ
ても，最終的な効果量は大きいが，充実度に比例して効果が現れるものではなく，徐々に効果量は小さくなる（効率が悪くなる）
ことを明らかにした．
減量プログラムの経済的評価：選択できる減量プログラムの提案を目指して（平成 27 年度科学研究費：若手研究 B）

【概要】指導回数，指導期間，指導時間数，指導形態など指導条件を充実させていくほどコストがかかる．効果（体重減少量）
だけでなく，費用対効果からも減量プログラムを評価する必要性を問うた研究．
運動習慣の定着ならびに身体活動量の増加を促すプログラムの開発

【概要】どのような運動指導・運動実践の支援をおこなえば運動習慣が定着するか，身体活動量が増加するかを検証している．
また，地域のスポーツイベントが運動を始めるきっかけや運動習慣の維持に貢献しているかを検証している．
学校体育授業・体育教育の効果検証

【概要】学校体育授業や体育教育の効果を授業直後の調査だけでなく，数年後に調査し，残存効果（教育効果とは本来永続
的なものであるべきことから）を明らかにし，学校体育授業・体育教育を評価する研究．

社会活動（学外委員等）

NPO 法人大学拠点ヘルシーライフ研究機構：副理事（平成 25 年～） 　
日本体力医学会：評議員（平成 26 年～），第 76 回日本体力医学会大会事務局長（令和元年～令和 3 年） 　　
日本健康支援学会：評議員（平成 31 年～），学会事務局長（令和 2 年～） 　
伊勢市民健康会議：委員（平成 31 年～）
日本教育医学会：評議員（令和３年～）

講演活動実績
三重県中級障害者スポーツ指導員養成講習会（平成 30 年）
三重県玉城町栄養講座・食改フォローアップ研修など（令和元年、令和３年、令和４年）
三重ジュニアドクター育成塾（平成 30 年，令和元年，令和 2 年、令和３年） 
日本特殊陶業伊勢工場（平成 30 年，令和元年）
みえこども學びプロジェクト（平成 30 年，平成 31 年，令和元年）
三重県安全就業推進大会（令和３年）
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 佐藤　武尊

専 門 分 野 柔道、運動学（運動方法学）

所 属 学 会 日本武道学会、日本体育学会、教育医学会、

キーワード 芸術・スポーツ 幼児教育・保育・子育て支援 健康づくり・食育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

柔道 小学生・中学生・高校生・大学生・社会人・諸外国を対象とした柔道の普及振興活動 

子どもスポーツ 運動が苦手な子どもに身体を動かす楽しさや基礎的な運動能力を高める指導

連携事業等へのアピールポイント
　平成 30 年から、コーチング学研究室では、地域貢献型活動の「はなまる学舎」を展開しております（※令和４年現在はコ
ロナ禍により休止中）。この活動の趣旨は、「『先生』を目指す学生を地域の皆さんで育てませんか？」というスローガンのも
と、様々なスポーツ活動と学習活動を通した地域の子ども達との触れ合いの中で、地域の方々と一緒になって学生教育を行い、
学生および地域の子ども達と相互に成長する事を目指すというものです。その内容は、お子さんの宿題を大学生が一緒に考
えたり、運動の基礎的な能力を高める・構築するために考案された「運動あそび」などを中心に行っています。

主な研究課題と今後の展開
【題目】大学柔道選手における健康状態に関する研究
【研究概要】柔道は，1961 年に体重別階級制度が採用されたことにより多くの恩恵がもたらされた。その一方で，選手の
多くは試合に向けた減量や増量を余儀なくされ，その事が柔道選手の健康にどのような影響（弊害）を与えているかの検
討をしている研究はあまりみられない。特に，学生柔道選手を対象に検討した研究は見当たらない。
一方，力士の世界は一般社会人とは異なる食生活 , 高度の肥満 , 勝負の世界に生きるストレスなど , 種々の因子が重なり合っ
て , やがては糖尿病に発展しやすい環境であると言われている。現役時代すでに，顕性糖尿病になっているものも少数み
られるが , 糖尿病の前駆状態 , あるいは潜在性糖尿病のものもかなり存在するとのことである。力士は長年にわたり過剰な
カロリーを摂取して過度に肥満し , 引退後は規則的な稽古を行なわず , またその他の肉体的運動にしても急速に少なくなっ
たにもかかわらず , なお従前の高カロリーの食事を習慣的にとり , ひきつづき肥満状態にあるものが少なくない。実際 , と
くに年寄りには糖尿病のために治療を受けているものがきわめて多いとされている。この事は，階級制度が設けられてい
る柔道においても決して他人事ではない。なぜなら，階級制が敷かれている為に行われている，過度な減量および増量が
繰り広げられているからである。減量後の開放感から暴飲暴食に走る傾向にある軽量級もいれば，日頃から体重を増量し
なくてはならない使命感で「ドカ食い」を続ける重量級は，生活習慣病の一つである「糖尿病」を誘発する可能性がある
と考えている。
本研究では，学生柔道選手の健康状態，特に生活習慣病である糖尿病に着目して，その実態を明らかにすることを目的とする。

社会活動（学外委員等）

公益財団法人　日本オリンピック委員会　強化委員
公益財団法人 全日本柔道連盟強化委員会科学研究部
東海学生柔道連盟　理事長
公益財団法人 全日本柔道連盟公認柔道指導者資格 A 指導員
公益財団法人 全日本柔道連盟公認 A ライセンス審判員
三重県柔道協会　強化委員（国民体育大会成年男子監督）
三重県競技力向上対策本部　競技力向上対策委員会委員 
三重県柔道協会　審判委員会審判委員 
日本体育協会　公認スポーツ指導者公認柔道コーチ
日本傳講道館柔道　六段

講演活動実績
令和元年　 ホノルル柔道連盟柔道クリニック講師（ハワイ州）
令和元年　 第 2 回柔道インテリジェンスフォーラム演者（東京都）
平成 31 年　タイ王国柔道クリニック講師（バンコク）
平成 30 年　三重県柔道連盟中学生強化指定選手講習会講師（鈴鹿市）　　など
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 高橋　摩衣子

専 門 分 野 音楽教育

所 属 学 会 日本音楽教育学会／東洋音楽学会／日本ポピュラー音楽学会／日本保育学会

キーワード 学校教育 芸術・スポーツ 幼児教育・保育・子育て支援

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

音楽教育 あそび歌やピアノ演奏の指導、小学校教育や幼児教育における音楽活動の方法

教材制作 教材の企画立案、監修、音源制作、楽譜浄書

ワールドミュージック 世界の様々な国の音楽の紹介

連携事業等へのアピールポイント
音楽を通して、学校や園が活き活きする、親子の絆が深まる、毎日の生活が楽しくなる、そのようなお手伝いができれば
幸いです。

主な研究課題と今後の展開
題目：学校音楽教育・幼児音楽教育の現状および時代に即した教員・保育者養成に関する研究。
コードネームを活用したピアノ伴奏技術の学習方法や、舞台制作を通した教員・保育者としての資質向上について研究し
ています。インターネット上で公開される音源や映像資料が増えてきたため、今後はそれらをどのように教育・保育に活
用できるかについても研究したいと考えています。

社会活動（学外委員等）

伊勢市教育研究所令和２年度教育研究プロジェクト〔今日的課題に係る実践研究〕助言者

講演活動実績
平成 30 年度～令和３年度 三重県教員免許更新講習講師 「幼児教育におけるピアノ伴奏」 
令和４年７月 夢ナビ講義「コードネームを活用して子どもの歌を伴奏しよう」
令和４年９月 皇學館大学月例文化講座 「小泉文夫の音楽教育論から読み解く、 教材としてのわらべうたの役割」
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 土谷　長子

専 門 分 野 幼児教育学／保育学／子育て支援

所 属 学 会 日本保育学会／日本乳幼児教育学会／日本赤ちゃん学会

キーワード 幼児教育・保育・子育て支援

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

保育・幼児教育 保育内容指導法・子育て支援

福祉分野 専門職キャリアアップ

連携事業等へのアピールポイント
人生の最初期の子どもたちが健やかに育つためのお手伝いができればと考えています。子どもたちを取りまく社会や子
育て環境について，地域の方たちと共に考えていける機会を持つことができれば幸いです。

主な研究課題と今後の展開
子どもの発達と保育内容についての研究が中心です。子どもが自主的に活動できる保育の環境を考えたり、子どもの発

達に応じた保育内容の検討を保育現場と協同しながら、研究を進めていきたいと考えています。発達上、少しゆっくりだっ
たりするような子どもたちについても、現場と一緒に考えていけるように研究に取り組んでいます。また、現時点での社
会情勢から、これらの状況が子どもの発達にどのような影響を与えるのかについても関心があります。引き続き、これら
の研究を続けていきたいと考えています。

社会活動（学外委員等）

明石市子ども養育支援ネットワーク連絡会議委員（平成 25 年～）／社会福祉法人イエス団兵庫ブロック苦情解決第三
者委員（平成 26 年～）／社会福祉法人友愛福祉会監事（平成 27 年～）／学校法人イエス団評議委員（平成 27 年～）／
社会福祉法人ひしの美会評議員（平成 29 年～）／社会福祉法人城見ヶ丘保育園評議員（平成 29 年～）／学校法人マリ
ア学園暁の星こども園外部評価委員（令和元年～）／明和町男女共同参画推進委員会会長（令和元年～）／兵庫県社会福
祉士会監事（令和 2 年～）／大台町保育園等職員研修アドバイザー（令和３年）

講演活動実績
特記事項なし
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 野々垣　明子

専 門 分 野 教育哲学、社会教育史

所 属 学 会 日本教育学会／教育哲学会／教育史学会／日本社会教育学会／教育思想史学会

キーワード 学校教育 社会教育・生涯学習

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

社会教育史、成人
教育史

三重県における教育史研究

連携事業等へのアピールポイント
これまで社会教育や成人教育の歴史について研究してきました。地域社会に生きる人びとが、どのように地域における教
育を創造してきたのかその歴史をたどることを目指してきました。昨年より、三重県の昭和 20 年代における社会教育の
施策に関しても関心を寄せています。教育の歴史に関することで、地域に貢献できればと思います。

主な研究課題と今後の展開
・題目　昭和 20 年代の三重県の社会教育の研究
・概要　昭和 20 年代の三重県の各地域において、民主主義の技術の普及を目指して取り組まれていた講習会に
　　　　焦点をあて、資料を収集・分析し、その実態をとらえる。
・当時の貴重な資料の発掘、保存につとめ、三重県の教育の歩みを明らかにしていきたいと考えています。

社会活動（学外委員等）

講演活動実績
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 山本　智子

専 門 分 野 授業研究 ( 指導法 )，教育カウンセリング（教育相談）・子育て支援

所 属 学 会 日本教育カウンセリング学会，日本学校心理学会，日本発達障害学会など

キーワード 学校教育 特別支援教育 幼児教育・保育・子育て支援

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

授業研究（指導法） 学級経営や授業
教育カウンセリング

（教育相談）
生徒指導や個別の支援における望ましい対応，地域における支援課題へのサポート，福祉（高齢者
など）分野にも対応。

子育て支援 家族や地域の課題

連携事業等へのアピールポイント
名張市と連携し，地域の子どもの活動「ばりっ子会議」のサポートを行っています。学生が，地域の実情を理解し，子ども
たちの想いを形にする活動を通して，大学と自治体が双方向に刺激し合い，連携する価値を実感しています。
共に望ましい関係性を築き，どの人も地域でハッピーに生きることができるように連携できれば幸いです。

主な研究課題と今後の展開
・子どもの育ちを理解し，発達を支援する研究
　子どもは，胎児期から外界を捉え，誕生後も環境との相互作用の中で育っていることが，明らかにされてきました。また、
子ども理解に，身体的な視点を持つことで，子どもの認識をより深く理解することができることも指摘されています。
子どもにかかわる大人のあり方や具体的な方法について研鑽しています。

社会活動（学外委員等）

・三重県発達障害に関する教職員等の理解啓発・専門性向上事業（発達障害に関する通級による指導担当教員等専門性充
実事業）委員（令和元年5月～現在に至る）

・三重県名張市子どもの権利救済委員会委員（平成29年8月～現在に至る）
・奈良県立大淀養護学校評議員（平成29年４月～現在に至る）
・奈良県宇陀市保育の質の向上研修事業（特別支援教育）講師（令和３年４月～現在に至る）
・三重県伊勢市男女共同参画審議会委員（令和３年６月～現在に至る）
・大阪府立箕面支援学校学校運営協議会委員(会長)（平成30年4月～現在に至る）
・NPO法人まーぶる（重症心身障害者介護事業）　副理事長　（平成25年4月～現在に至る）など

講演活動実績
・三重県教育委員会による通級指導に関わる研修において，支援の在り方や脳や身体へのアプローチについて講演。
・京都府による子育て支援員，放課後児童支援員研修において，障害のある子どもや配慮の必要な子ども理解，保護者

への対応や支援のありかたについて講演。
・特別支援学校や保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校において，幼児児童生徒の理解と対応，校内支援体制づ

くり・保育や授業のあり方などについて講演。
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所　　　属 教育学部　教育学科　准教授

氏　　　名 吉田　明弘

専 門 分 野 児童福祉・保育

所 属 学 会 日本社会福祉学会、社会政策学会、日本保育学会、ロバアト・オウエン協会

キーワード 幼児教育・保育・子育て支援

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

児童福祉 児童福祉の課題やあり方についての提言
社会的養護 社会的養護の課題やあり方についての提言

連携事業等へのアピールポイント
児童福祉施設や少年院を退所（退院）した子どもの就労支援が研究テーマの一つです。その成果をいかし、彼らの雇用

の機会を生み出すため、児童福祉施設・少年院などと企業間の「橋渡し」ができればと考えています。

主な研究課題と今後の展開
「児童福祉施設や少年院を退所（退院）した子どもに対する就労支援」
　　
児童福祉施設や少年院を退所（退院）した子どもが、就労の機会を得る上での困難について明らかにすると同時に、雇

用を促進するための具体的な方策について研究している。
とくに、対象者を実際に雇用している企業を取りあげることを通して、採用上の課題や雇用の条件、さらには企業の理

念や社会的役割にかんして整理を試み、対象者の雇用を検討する企業の後押しをしたい。
その一環として、「現代のロバート・オウエン賞」を主宰し、毎年優れた取り組みを行っている企業の顕彰を行っている。

その成果は、朝日新聞などでも紹介された。

社会活動（学外委員等）

公益財団法人関西消費者協会理事
三重県子どもの貧困対策及びひとり親家庭等支援懇話会委員長
三重県社会的養育推進計画策定検討会議委員
みえの学力向上県民運動推進会議委員
三重県いじめ調査委員会副委員長
三重県子どもの貧困対策計画策定委員会委員 
三重県家庭的養護推進計画策定検討会委員
三重県社会的養護のあり方検討会委員 
三重県児童相談センター里親委託推進委員会委員長
社会福祉法人サンフラワー名張理事

講演活動実績
三重県民生委員児童委員協議会／三重県児童養護施設協会／松阪市社会福祉協議会／三重県子ども・福祉部／
大阪府子ども食堂サミット in 大阪
その他多数
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所　　　属 教育学部　教育学科　助教

氏　　　名 上野　祐一

専 門 分 野 算数・数学教育学／複素解析・可積分系・特殊関数論

所 属 学 会 日本数学会　日本数学教育学会　日本科学教育学会

キーワード 数理・統計 学校教育

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

算数・数学教育 小学校・中学校・高等学校における算数・数学教育全般

数学（解析学） 複素領域における微分方程式・特殊関数

連携事業等へのアピールポイント
　算数教育分野においては、保育所、幼稚園、小学校、また、数学教育分野においては中学校、高等学
校においてＩＣＴ機器や教材・教具を用いて算数・数学的活動を通した出前授業の実施を行っていきた
いと考えております。

主な研究課題と今後の展開
◆算数・数学教育

算数・数学科の学習指導要領に基づき、保幼小中高連携という観点からその意義を知り、現場で生かせるような教材開
発を行っていきたいと考えています。

児童・生徒に算数・数学の面白さを伝えるには、算数・数学における実践的な指導力を身につけることが必要となって
きます。そのために、自分自身の高等学校での現場での経験を踏まえ、どのようにすれば保幼小中高連携という視点から
一貫した教育ができるのかについての研究を行っています。

◆数学（解析学）
複素領域上の非線形微分方程式論について研究しています。既知の関数を使って解が書けないような微分方程式、特に

「パンルヴェ方程式」に興味を持っています。また、パンルヴェ方程式は数理物理への応用が見つかっており、そこにつ
いても興味を持って研究しています。

社会活動（学外委員等）

・海星高等学校１年生進路ガイダンス（令和５年３月）
・三重県立四日市西高等学校１年生進路ガイダンス（令和４年12月）
・三重県立木本高等学校１年生分野別模擬授業（教育）三重県立木本高等学校（令和４年12月）
・中大連携事業（皇學館中学校３年生　数学研究）皇學館中学校（令和４年８,10,11月、令和５年２,３月）
・数学科教職員研修会　伊勢学園高等学校（令和４年４,９月）
・岐阜県立恵那高等学校２年生総合探究「社会課題に取り組もう」岐阜県立恵那高等学校（令和４年５,７月）
・三重県立木本高等学校２年生進路ガイダンス『模擬講義』（教育）（令和４年７月）
・各単元についての発展的数学授業実践～橋北中生徒の数学的感覚を養うために～津市立橋北中学校（令和４年７月,12月、

令和５年３月）
・皇學館高等学校　高大連携　数学科授業　皇學館高等学校（令和４年５月）
・三重県立白子高等学校３学年入試ガイダンス　三重県立白子高等学校（令和４年５月）
・三重県立久居高等学校１年生進路オンラインガイダンス（教育・教員養成系）三重県立久居高等学校（令和４年３月）
・三重県立木本高等学校１年生分野別模擬授業（教育）三重県立木本高等学校（令和３年12月）
・桑名高等学校理数科１年フィールドワーク　三重県総合博物館（令和３年７月）

講演活動実績
・三重県高等学校数学教育研究会「第２回研究集会」（令和４年12月）
・高校生になる前につけたい力　津市教育研究会数学部会　津市立芸濃中学校（令和４年８月）
・Study Group of Teachers in Ena area　にてスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）についての取り組み（平成30年８月）
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所　　　属 教育学部　教育学科　助教

氏　　　名 澤　友美

専 門 分 野 理科教育学／昆虫生理学

所 属 学 会 日本生物教育学会／日本応用動物昆虫学会／アジア生物教育協議会
 (Asian Association for Biology Education)

キーワード 学校教育 環境・地理 数理・統計

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

理科教育学
（生物・昆虫） 保育所、幼稚園、小学校理科、中学校理科、高等学校生物における昆虫を用いた教材の提供

環境教育学 環境教育

連携事業等へのアピールポイント
理科教育分野では保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校において昆虫を用いた教材の開発と出前

授業、環境教育分野では昆虫を用いた生態系の展示や説明を行っています。このような分野で共同研究や
地域に貢献することができればと思います。

主な研究課題と今後の展開
保育所、幼稚園、小学校 1 年生、3 年生、6 年生、高等学校における昆虫を用いた出前授業の現場の先生方のとの共同

実践を行い、現場の先生方が授業で実践可能な体系を構築することを目的としています。
また、小学校 2 年生、4 年生、5 年生、中学校における新たな教材の開発、高等学校「生物基礎」の食作用の観察に使

用する体液の保存方法と供試方法の検討や、昆虫の免疫を利用した新たな教材の開発に取り組んでいます。

社会活動（学外委員等）

特になし

講演活動実績
みえむ未来創成フォーラム　シンポジウム（令和元年10月）
日本生物教育学会第106回全国大会　シンポジウム（令和４年１月）
第12回東海昆虫研究会　招待講演（令和４年12月）
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所　　　属 教育学部　教育学科　助教

氏　　　名 萩原　浩司

専 門 分 野 社会科教育学　エネルギー教育

所 属 学 会 日本社会科教育学会／全国社会科教育学会／日本グローバル教育学会／日本エネル
ギー環境教育学会／日本生活科・総合的学習教育学会

キーワード 学校教育 環境・地理

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

連携事業等へのアピールポイント
学校現場の実践に即した社会科教育に関する内容・方法について先生方と考えていくことができればと思います。また、

世界的な課題として注目されている「地球温暖化」、「脱炭素社会」、「カーボンニュートラル」「SDGs」などについて、社
会科におけるエネルギー環境教育の視点から研究してきました。そのような分野において、地域の方々と共に考える機会
を持つことができれば幸いです。

主な研究課題と今後の展開
テーマ「脱炭素社会に向けたエネルギー環境教育における教材研究・指導のポイント」
概要：現在、エネルギー需要は増大するばかりで、世界的にエネルギー資源の安定確保が難しくなってきています。ま
た、エネルギーの大量消費がもたらす温暖化などの環境問題も深刻化しており、早急な対応が求められています。この
ような状況の中で世界的に「脱炭素化」が目指されています。しかし、現状では脱炭素化への取り組みは順調とはいえ
ません。なぜなら、脱炭素化の必要性の認識は世界的に広がっていますが、どのように脱炭素化を進めるのかといった
方法について合意形成がなされていないからです。エネルギー環境教育では、このような現状における課題について、
話し合うことを通して、持続可能な社会の形成を目指していきます。脱炭素化に対する認識は、地域や国、その人が置
かれている状況によって変わります。他者の立場を理解することを通じて問題解決を図る資質の育成が重要になってき
ます。
今年度の取り組みのポイント：小学校社会科における授業づくりを中心に取り組んでいます。

社会活動（学外委員等）

伊勢市廃棄物減量等推進審議会会長
日本グローバル教育学会理事
度会町地域再生可能エネルギー導入戦略策定委員会委員

講演活動実績
エネルギー環境教育関西ワークショップ「社会科歴史学習におけるエネルギー教育」（令和元年）
エネルギー環境教育シンポジウム「地球温暖化問題とエネルギー問題の視点を小学校社会科の授業でどのように扱うか」
（令和４年）
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現代日本社会学科
現代日本社会学部
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 鵜沼　憲晴

専 門 分 野 社会福祉法制　権利擁護

所 属 学 会 日本社会福祉学会　日本地域福祉学会　社会事業史学会

キーワード 福祉・高齢者・人口減少

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

権利擁護に関する
事柄

日常生活自立支援事業の支援員や市民後見人の養成等

連携事業等へのアピールポイント
日常生活自立支援事業の支援員や市民後見人の養成・研修の企画等をお手伝いできます。
成年後見制度利用促進に関連する研修・講演等をお手伝いできます。

主な研究課題と今後の展開
・題目：成年後見制度の普及、意思決定支援の推進
・概要：成年後見制度の啓発、後見主体の確保、意思決定支援の推進に向けた課題を探る
・到達目標：後見支援員システムの推進、公的後見事業（後見業務に対する公的支援）の実現
・背景：認知症等により、財産管理や医療・福祉サービスの契約が自分でできない方が増えています。そうした方々への
サポートが成年後見です。しかし、後見人の不足によりこの制度がうまく機能していない現状があります。今後、団塊の
世代が後期高齢者（75歳以上）になっていくにつれ、成年後見ニーズはさらに高まると予想されています。
　どうすれば成年後見を推進できるかについて考えています。

社会活動（学外委員等）

三重県　社会福祉審議会・委員
玉城町　権利擁護推進委員会・委員長
三重県社会福祉協議会　運営適正化委員会・委員長
伊勢市社会福祉協議会　法人理事
名張市社会福祉協議会　法人後見受任委員会・委員

講演活動実績
明石市社会福祉協議会　市民後見人養成講座・講師
名張市社会福祉協議会　後見支援員継続研修・講師
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 笠原　正嗣

専 門 分 野 産業社会学／福祉交通論

所 属 学 会 日本社会学会／日本社会福祉学会／経済社会学会／組織学会

キーワード 産業・観光 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

公共交通 超高齢社会における移動保障の中心施策としての重要度を検証

交通バリアフリー すべての人に優しい交通手段の実現方策を探求　

地域振興 交通と観光がもたらす交流人口増加と地域産業発展との相乗効果を検討

連携事業等へのアピールポイント
　移動の自由の保障（移動権）は、基本的人権ともいえる重要なものです。クルマ社会となり公共交通網は大きく衰退し、
商店街のシャッター化が進み、施設の郊外立地が進んでいます。クルマを運転できない高齢者や障害者等の生活基盤は脅
かされ、「買物難民」という言葉が一般化してしまいました。超高齢化が進む現代日本社会において、環境や交通安全問
題をも踏まえた「新しいクルマ社会」のあり方を再考すべき時期に来ています。つまり公共交通の意義を改めて考える必
要があるのです。「人にやさしい移動」について皆様と考える機会を持つことができれば幸いです。

主な研究課題と今後の展開
「高齢者等の社会的弱者の移動環境整備の重要性」について研究を行います。人口減少や高齢化による活力低下と公共

交通網の衰退化による「交通空白地」に苦しむ地方都市の交通課題を、クロスセクター・ベネフィット ( 総合的社会便益）
の視点から考察します。「買い物難民」や「医療難民」の解消に向けた地域住民への移動保障実現の観点だけでなく、新
たな顧客層開拓による観光促進にもつながる交通バリアフリー推進の必要性に注目していきます。さらに免許返納で注目
される高齢ドライバーへの対応についても、地域交通問題として総合的に考えていきたいと考えます。

地域活性化に寄与する「人に優しい地域交通モデル」を構築できればと思います。

社会活動（学外委員等）

伊勢市バリアフリーマスタープラン策定協議会会長（令和元年６月～現在に至る）
三重県みえの働き方改革推進企業選考委員長（令和元年 11 月～現在に至る）
伊勢市都市計画審議会委員（令和 2 年 6 月～現在に至る）
三重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進協議会委員（令和３年７月～現在に至る）
松阪市ワークセンター松阪運営事業予定者募集に伴う審査選定委員会委員（令和４年５月～令和５年３月）

講演活動実績
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 関根　薫

専 門 分 野 家族社会学

所 属 学 会 日本社会学会／日本社会福祉学会

キーワード 福祉・高齢者・人口減少

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

家族社会学 成年後見制度 等

連携事業等へのアピールポイント
家族社会学、ならびに社会調査関連の知識提供が可能。

主な研究課題と今後の展開
①老人クラブの「支え合い活動」に関する研究

「老人クラブの活動実態に関するアンケート」のデータを用いて、単位老人クラグで実施されている「支え合い活動」の地
域差および連携の類型化を試みる。

②社会福祉協議会における法人後見についての研究
「社会福祉協議会における法人後見に関する調査」のデータを用いて、現状分析を実施する。

社会活動（学外委員等）

三重県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 運営協議会委員（平成 30 年 4 月～現在に至る）
伊勢市行政改革推進委員会委員（令和４年４月～現在に至る）

講演活動実績
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　特命教授

氏　　　名 千田　良仁

専 門 分 野 農林漁業経済学／開発経済学／地域活性化論／地域イノベーション論

所 属 学 会 日本水産学会／国際漁業学会／地域活性学会／地域イノベーション学会

キーワード 地域づくり 産業・観光 施策立案

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

産学官連携
地域資源を活用した地域ビジネスの創出。皇學館大学・明和町産学官連携日本酒プロジェクト、
三重地方創生コンソーシアムの運営。一般社団法人明和観光商社　代表理事

地域社会活動 地方創生に関する講演活動、地方創生に関するアドバイザー。一般社団法人村楽　代表理事
文化振興活動 日本文化の理解促進。一般社団法人神都の祈り　理事

連携事業等へのアピールポイント
地域で問題となっている諸問題も見方を変えれば、地域資源と捉えることが出来ます。そして地域の持続的な発展のためには、
地域の暮らしや生業と地域資源との関係を改善していくことを同時的かつ補完的に行うことが必要です。コーディネーターは地
域活性化を進める「触媒」であり、実際に活躍していく地域活性化のプレイヤーは地域の人達です。「余所者」、「馬鹿者」、「若
者」が地域を変えるとよく言われますが、コーディネーターとして、これらの3者と地域の人がうまく連携し、活躍する場を整える
ためには、時間がかかっても、はじめにどういう地域にしていきたいかというビジョンを地域の方 と々共有することが重要だと考
えます。

主な研究課題と今後の展開
地方創生における戦略策定と地域イノベーション／自治体と連携した地方創生総合戦略作成の支援や、持続可能な観光地
域づくり、SDGsによるまちづくりなど地域のイノベーションの仕組みについて研究を行っています。
地域コミュニティにおける共有空間の創造／地域住民が自発的、自律的にコミュニティを作り活動を活性化するための
「共有空間」という場づくりの実践的研究を行っています。
農林水産業の経営イノベーションと地域活性化／スマート農林漁業の現場への浸透とそれに伴う農林水産業経営のイノ
ベーション、地域活性化の効果に関する実証研究を行っています。

社会活動（学外委員等）

三重県明和町地方創生アドバイザー（平成29年４月～現在に至る）
岩手県久慈市地方創生アドバイザー（平成27年４月～現在に至る）
島根県吉賀町地方創生アドバイザー（令和元年4月～現在に至る）
三重県海区漁業調整委員（令和３年4月～現在に至る）

講演活動実績
「地域おこし協力隊員の地域への定住・定着について」（H30.1、北海道）/ 産学官連携による地域活性化について
（H30.1、三重県工業研究所）/ 地域おこし協力隊の活動の深化について（H30.4、久慈市）/ 産学官連携による地域活
性化について（H30.7、明和町）地域創生の取り組み（H30.8、東かがわ市）/ 身近なアイデアを形にしよう！～プロ
ジェクト・企画の立案や、起業プラン作成のための「やわらかワークショップ」（H30.9、茨城大学・起業セミナー）
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 筒井　琢磨

専 門 分 野 地域社会学

所 属 学 会 関西社会学会／日本社会学会／日本保健医療社会学会／地域社会学会

キーワード 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

まちづくり・商店街活性化 伊勢市厚生地区まちづくりの会事業への協力

連携事業等へのアピールポイント
　学部教育（正課、課外）に反映できる形で、地域社会の各組織（住民団体、NPO、商店街等）の事業に参加し、協力を
してきた。地域社会で活躍したい学生と、若い活力を求める地域社会とを大学がいかに結びつけるかについて、大学の研
究教育体制と関連づけて積極的に学内外で議論する場が必要に感じる。

主な研究課題と今後の展開
日本各地で行われている高校生 SBP（ソーシャルビジネスプロジェクト）活動による地域連携取組を大学としてどのよう
に支援していくか。本学で開催されている「全国高校生 SBP 交流フェア」の発展と、年間を通じた学生活動のリンクを図っ
ていく。

社会活動（学外委員等）

伊勢市空家等対策協議会委員（平成 28 年 11 月 28 日～現在に至る）
伊勢市情報公開・個人情報保護審査会委員（平成 29 年 4 月 1 日～現在に至る）
伊勢市路上喫煙対策審議会委員（令和元年 5 月～現在に至る）

講演活動実績
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 富永　健

専 門 分 野 憲法学

所 属 学 会 憲法学会／日本公法学会／日本法政学会／比較憲法学会／関西法政治研究会

キーワード その他

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

憲法問題の解説、選挙啓発

連携事業等へのアピールポイント
・憲法問題（人権、安全保障、憲法改正など）の理解を深めて主権者教育に寄与します。
・選挙の意義や選挙制度の解説を通して選挙啓発に協力します。

主な研究課題と今後の展開
題目　①国体法の研究
　　　②憲法改正論の研究
概要　①国体と憲法との関係、特に現行憲法成立による国体の変革に関する研究を進める
　　　②日本国憲法の問題点を考察し、現在の憲法改正論を検討する

社会活動（学外委員等）

憲法学会理事（平成 14 年 10 月～現在に至る）
伊勢市情報公開・個人情報保護審査会委員（平成 13 年 10 月～現在に至る）
三重県選挙管理委員会委員（平成 29 年 5 月～現在に至る）
津市情報公開・個人情報保護審査会委員（令和 4 年 1 月～現在に至る）

講演活動実績
東海地区中堅神職研修会講師（平成 30 年、令和元年）
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　教授

氏　　　名 新田　均

専 門 分 野 政治制度／政教関係…政治文化評論／皇室制度／近代神道／教育問題

所 属 学 会 比較憲法学会／憲法学会／日本宗教学会／神道史学会／神道宗教学会

キーワード 道徳教育 歴史・文化 施策立案

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

皇室の社会事業 内外の研究者と連携し近代の皇室や宗教団体における社会事業の研究

地域の情報発信 大学生テレビ局を通じた意義ある地域情報の発信

文化・スポーツ振興 大学のスポーツ資源を活かした地域振興

連携事業等へのアピールポイント
地域と連携した事業を通じて、地域人材としての学生の成長と地域の活性化を目指しています。

主な研究課題と今後の展開
①.皇室福祉研究会の活動を通じて、近代における皇室の社会事業における役割を明らかにする。資料とデータの収集に努

める。
②.大学生テレビ局の活動を通じて、地域の活性化に貢献する。受託事業の各自な獲得に努める。
③.大学のもつスポーツや文化の資源を地域の活性化につなげる。クラブの学生と地域との新たな繋がりを構築する。
④.伊勢麻振興協会の活動を通じて、大麻を中心とした日本の伝統素材生産の維持と発展に貢献する。大麻繊維の県内生産

を安定化し、神社の授与品の地域への供給を促進する。
⑤.道徳教育プロジェクトの活動を通じて、生徒指導、道徳教育、特別活動の連携を深め、高大接続をも念頭において、

生徒、学生、教員の育成に貢献する。学内の教員育成組織との連携を深める。
⑥.多様な留学生を受け入れて、世界への日本文化の発信に貢献する。

社会活動（学外委員等）

伊勢麻振興協会理事（平成 28 年 5 月～現在に至る）／神道政治連盟政策委員 ( ～現在に至る ) ／宗教法学会理事（平成 
23 年 11 月～現在に至る ) ／明治聖徳記念学会評議員兼企画編集委員（平成 13 年 10 月～現在に至る）／神社本庁教学
委員員（平成 10 年 7 月～現在に至る）／政教関係を正す会幹事（平成 13 年 9 月～現在に至る ) ／憲法学会理事 ( 令和
2 年 11 月～現在に至る )

講演活動実績
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 岩崎　正彌

専 門 分 野 伝統建築・伝統工芸・伝統芸能

所 属 学 会 茶の湯文化学会（理事）／（以下は学内学会）　現代日本学会

キーワード 歴史・文化 芸術・スポーツ 産業・観光

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

伝統文化 景観・建築・工芸・芸能・芸道・教育など　　　やまとだましい

伝統産業 陶芸・染織・漆器・木工・金工・和紙など　　　ものづくり

伝統観光 旅館・ホテル・料理・菓子・接遇・迎賓など　　おもてなし

連携事業等へのアピールポイント
日本の伝統文化の全般について、調査・研究・教育をいたしております。東京生まれ→京都→伊勢に 13 年となります。
担当している授業は「伝統建築論」「伝統工芸論」「伝統芸能論」「日本礼法論」などです。
日本の伝統文化教育の再興をめざしております。建築設計事務所出身、博物館、迎賓館などを手掛けてきました。一級建築士、
博物館学芸員資格を持ち、構想力、企画力、統合力を有し、展示、映像、シンポジウムなども手掛けます。
めざす心は、神国日本の大和の精神の復興です。大和心、武士道精神、大和魂が、再び輝くことを祈って
おります。
地域社会におきまして、地域の観光、おもてなし、産業、建築、工芸、芸能、茶道、華道など、伝統文化の
発展、世界への発信に寄与させていただけましたならば、と存じます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

主な研究課題と今後の展開
日本の伝統文化　　～　その探求と継承、未来への創造と応用～
基礎：我が国の伝統文化の詳細と本質を学び、その精神的な根源を探求する。
応用；我が国の伝統文化の継承と発展のため、伝統文化教育の内容を構築する。
展開：我が国の伝統文化の未来への創造のため、具体的な方法論を開発し、実践する。
１．「日本の伝統文化教育」の研究（継続中）
２．「日本の伝統文化教育と英国の伝統文化教育」の研究（令和３年９月～令和４年８月、ロンドン大学・東洋アフリカ学院

（SOAS）・日本研究所（JRC）へ派遣研究員として留学）
３．「英国における日本の伝統文化」の研究（継続中）

社会活動（学外委員等）

・茶の湯文化学会・理事会（代表：矢野　環）理事（平成14年～現在）
・野村美術館「茶書「隔冥記」輪読会」（代表：谷　晃（館長）会員（平成10年～現在）
・日本文化サロン（代表：小川榮太郎）アドバイザリーボードメンバー（令和３年～現在）

講演活動実績
・教員免許状更新講習会（皇學館大学）最終日「日本の伝統と文化」（平成 21 年 8 月より、令和３年８月まで）
・最高峰の文化講座（日本文化継承者協会）「日本の伝統建築」「東京探訪」等（平成 30 年３月より、毎年初春に講演）
・日米 CPAC　JAPAN2020　「伝統と徳性」（一般社団法人 JCU）（令和 2 年 12 月 5 日にパネラーとして出講）
・日本政策学校：「文化政策論　～今こそ日本の伝統文化を教育に～」（令和 3 年 2 月 6 日に遠隔方式で出講）
・文化と創造チャンネル『識ること、語ること』「伝統文化教育」（令和 3 年８月に収録。YouTube で配信中）
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　特命准教授

氏　　　名 瓜田　理子

専 門 分 野 民族音楽学（宮中神楽の研究、日本文化とレジリエンス、北インド古典音
楽と宗教関係）/　欧米における神道理解の研究

所 属 学 会 日本歌謡学会 /　民族音楽学会 (Society for Ethnomusicology)

キーワード 芸術・スポーツ 民俗学・神道 国際理解・外国語

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

特記事項なし

連携事業等へのアピールポイント
海外の研究者と神道、神楽、レジリエンスについての学術交流に取り組んでいます。日本文化の英語発信や地域の国際交
流に関連する連携事業にも取り組みたいです。

主な研究課題と今後の展開
科研：大礼と神宮式年遷宮からみる神楽秘曲の基礎的研究　研究代表者　瓜田理子（平成 30 ー令和 4 年度）
科研の最終年の展開として、宮廷歌謡の奥秘であり、皇位継承儀礼と伊勢神宮式年遷宮という限られた祭祀で天照大御神
に奉奏される神楽秘曲について、平安時代に成立以後、歴史上幾多の危機に直面しながらもなぜ現代に至るまでに中断な
く本義を損なうことなく奏楽されているのか、その継続を支えてきたものを「レジリエンス」概念を参照しながら理論的
に抽出します。

社会活動（学外委員等）

特記事項なし

講演活動実績
特記事項なし
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 榎本　悠孝

専 門 分 野 障害者福祉／精神保健福祉／精神科ソーシャルワーク

所 属 学 会 日本社会福祉学会／日本地域福祉学会／日本精神障害者リハビリテーション学会／日本
保健医療社会学会

キーワード 福祉・高齢者・人口減少 施策立案

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

障害者福祉政策 障害者福祉制度についての提言

福祉教育 高校等での精神障害についての啓発活動

連携事業等へのアピールポイント
　私は、精神障害者の地域生活支援の在り方について研究しています。精神障害者の地域生活を促進するためには、ハー
ド面である社会資源整備とともにソフト面である地域住民の精神障害者に対する理解が必要です。現在精神障害について
の地域住民の理解は、うつ病をはじめとする病名についての認知は進んでいるものの、症状や具体的な日常生活上の課題
などの理解は進んでいません。また、当事者と出会う機会が少ないことから、精神障害に対する差別的な先入観がある場
合もあります。私が現在参加している協議会では、障害のある人たちの地域生活を支えるサービスや障害理解のためのプ
ログラムを検討しています。

主な研究課題と今後の展開
「精神障害者のグループホームからの地域移行を促進する要因に関する研究」
自治体との合同調査からグループホーム利用者の退所意向等について把握し、退所促進要因について明確にする。
精神科病院に社会的入院をしている精神障害者の地域移行先として、グループホームが果たしてきた役割には非常に大き
なものがあります。大規模施設や病院ではなく、地域のなかで世話人によるケアをはじめ、就労支援や生活支援のさまざ
ま社会資源を活用しながら、地域生活の継続が実現しています。しかしながら、十分に自立生活ができる入居者がグルー
プホームにとどまり続けるといった問題もあり、グループホーム数の不足につながっています。三重県内の自治体をフィー
ルドに病院からグループホームへ、またグループホームから地域への円滑な移行と地域定着を実現するために、具体的支
援方法や支援システムのあり方について研究していきます。

社会活動（学外委員等）

伊賀圏域障がい福祉連絡協議会委員（平成 30 年４月～現在に至る）
名張市共生地域デザイン会議委員（平成 29 年４月～令和４年３月）
みえメディカルバレー企画推進会議委員（平成 30 年 7 月～令和 3 年 3 月）
ウェルビーイングみえ 21 プラン策定委員（平成 31 年１月～令和 2 年 3 月）
亀山市地域自立支援協議会会長（平成 31 年４月～現在に至る）
三重の農福連携等推進ビジョン策定懇話会　委員（令和 2 年 2 月～令和 2 年 3 月）
伊勢市指定管理者選定委員会委員（令和 2 年 7 月～令和 2 年 11 月）

講演活動実績
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 大井　智香子

専 門 分 野 地域福祉／ボランティア・市民活動マネジメント／過疎地振興／ファンド
レイジング

所 属 学 会 日本社会福祉学会／日本地域福祉学会／日本福祉教育・ボランティア学習学会

キーワード 地域づくり 福祉・高齢者・人口減少 体験活動・ワークショップ

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

地域社会分野 過疎地域・居住環境困難地域での住民参画によるまちづくり支援 等
地域社会分野 伝統産業の再生と福祉的就労のダブルチャレンジを可能とする支援モデル開発 等

連携事業等へのアピールポイント
　行政計画の策定、地域福祉活動の具体的な推進方法などのご相談をいただき、地域懇談会／タウンミーティングの開催・
運営方法（ワークショップ）、住民活動のマネジメント、居住困難地域での生活支援など具体的にご提案・運営に携わって
います。COVID-19 の流行により令和元年までに策定した多くの計画は、前提条件を大きく変更せざるを得ない状況にあ
ります。令和４年度も現状を踏まえて計画を見直し、推進方法について重点的に取り組みました。
　各地で育まれてきた先人の智慧から学びつつ、それぞれの風土に根ざした福祉のあり方、住民によるまちづくりについ
てご一緒に考えていきたいと願い、研究と実践を重ねています。

主な研究課題と今後の展開
　科学研究費助成事業 基盤研究 ( Ｃ )「人口流動化する産業衰退地域の再生と生活困難者の地域就労を結ぶ支援モデルの
開発研究」（平成 30 ～ 34( 令和 4) 年度）に取り組んでいます。COVID-19 の流行により研究計画の大幅な見直しを余儀
なくされておりますが、感染症の急激な流行は、生活困難状況を一層深刻なものとしています。現状把握とともに、アフター
コロナを見据えた支援モデルの構築に挑戦しています。助成期間は終了しましたが、科学研究費助成事業 基盤研究 ( Ｂ )
　「地域福祉専門職による過疎地域支援のための診断指標の開発－関係性の分析－」研究代表 : 大井智香子（平成 27 ～ 30
年度）の成果を取りまとめています。令和 5 年夏には出版の予定です。
　最近では自治体や非営利組織、大学などの研究機関によるファンドレイジングについて研究と実践に取り組んでいます。

社会活動（学外委員等）

日本地域福祉学会 東海北陸部会地方委員 (平成15年６月～現在に至る)／三重県社会福祉協議会 地域福祉活動ステップ
アップ支援事業 審査委員（平成25年１月～現在に至る）／名古屋市西区社会福祉協議会 第４次地域福祉活動計画推進委
員 （平成30年４月～現在に至る）／三重県社会福祉審議会委員（令和２年７月～現在に至る）／みえ福祉第三者評価基準
等委員会委員（令和３年４月～現在に至る）／三重県共同募金会伊勢市共同募金委員会運営委員（平成30年９月～現在に
至る）／伊勢市成年後見センター協議会委員（令和元年７月～現在に至る）／鳥羽市第３次地域福祉計画・鳥羽市第3期活
動計画推進委員 委員長（令和２年４月～現在に至る）／紀宝町第３次地域福祉計画・活動計画推進委員会 委員長（令和４
年７月～現在に至る）／伊賀市第４次地域福祉計画推進委員会 委員長（令和３年８月～現在に至る）／伊賀市第４次地域
福祉活動計画推進委員（令和３年８月～現在に至る）ほか多数

講演活動実績
三重県介護支援専門員資質向上研修「地域援助技術」（平成24年度以降～毎年担当 現在に至る）／三重県社協 地域にお
ける支え合い活動セミナー活動発表会ファシリテーター（平成29年度以降～毎年３月）／愛知県社協 平成30年度CSW養
成研修フォローアップ研修（平成31年２月）／地域福祉学会 地域福祉実践研究フォーラム プレ企画ファシリテーター／
実践研究発表コメンテーター（平成31年12月）／三重県高等学校文化連盟ボランティア部門 2019年度ボランティア体験
発表会審査員（令和２年２月） ／三重県社協 ボランティアコーディネーション研修 企画アドバイザー・講師・演習指導
(入門編・実践編)（令和３年度、令和４年度）／令和３年度 西尾張ブロックボランティアフェスティバル 基調講演・シン
ポジウムコーディネーター（令和３年12月）／令和４年度 伊賀市社会福祉法人連絡会市民向けセミナー 助言者（令和５
年２月）／ほか多数
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 中野　一茂

専 門 分 野 ソーシャルワーク

所 属 学 会 社会福祉学会　総合人間科学研究学会

キーワード 国際理解・外国語 防災・減災 その他

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

Military Social 
Work

安全保障

ソーシャルワーク 人間の安全保障

連携事業等へのアピールポイント
人間の安全保障を中心とした安全保障の政策立案及び社会福祉の視点から地域の課題解決、スクールソーシャルワークの
視点から教育現場の課題解決についても対応可能。

主な研究課題と今後の展開
「国内外の災害・安全保障情勢の影響を受ける自衛隊で活動する自衛官に対し、その固有の職業文化を有する職業環境と
の相互作用を考慮したソーシャルワークを基盤とし、自死につながる生活課題及び日常生活におけるレジリエンス強化を
狙いとした、ソーシャルワークモデルの開発とその効果的な展開に資するための専門職養成プログラム開発を目的」と
する。
① 国際共同研究の成果を援用した、MilSW のグローバルスタンダードモデルを柱とした、自衛官の業務・生活環境の
理解に基づく、生活課題解決を目的としたソーシャルワークモデルの体系化。

社会活動（学外委員等）

総合人間科学研究学会　事務局長　編集委員会委員長

講演活動実績
特になし。
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 藤井　恭子

専 門 分 野 社会調査法／教育社会学／地域社会学

所 属 学 会 International Sociological Association ／日本社会学会／地域社会学会

キーワード 数理・統計 地域づくり 産業・観光

連携分野（地域社会活動・産官学連携・文化振興活動 等の具体的な内容）

地域社会活動 アンケート調査やインタビュー調査など社会調査の技法を用いた、地域や教育に関わる共同研究

連携事業等へのアピールポイント
社会調査関連で連携したり、また地域社会研究の「宇治山田の和紅茶」や「常若のしずく」を活用して別
の商品を開発したり、新たな商品を開発する時に連携したい。

主な研究課題と今後の展開
・題目
若者によるソーシャルビジネスに関する研究
・概要
本研究では日本における高校生や大学生によるソーシャルビジネスの成果と課題を調査し、検証する。
・到達目標
　研究成果について学会で発表をおこない、論文としてまとめる。

社会活動（学外委員等）

伊勢市行政改革推進副委員長（平成 26 年４月～現在に至る） 　
みえ森と緑の県民税評価委員会委員（平成 26 年４月～現在に至る） 　
現代日本社会学部「地域社会研究会」と「茶業研究会」運営（平成 24 年度～現在に至る）

講演活動実績
第４回沖縄キャリア教育シンポジウムで全体の講評（令和 2 年 2 月 1 日） 
第３回沖縄県高校生等 SBP 交流フェアで全体の講評（令和 2 年 2 月 15 日）
三重県生涯学習センター×皇學館大学×度会町連携協定事業「自然と再エネが共生するまち度会町」で講演（令和
４年６月４日）
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所　　　属 現代日本社会学部　現代日本社会学科　准教授

氏　　　名 村上　政俊

専 門 分 野 国際政治、日本の外交安全保障、米中関係、米国のアジア政策

所 属 学 会 日本国際政治学会、国際安全保障学会

キーワード 国際理解・外国語 歴史・文化 その他

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

国際戦略 企業や自治体が海外戦略を立案する際に、その基盤となる国際情勢についての認識理解をとも
に深める

連携事業等へのアピールポイント
講演の聴衆の幅広さ（講演活動実績を参照）

主な研究課題と今後の展開
令和２年米国大統領選挙を受けての共和党から民主党への政権交代は、日本だけでなく世界に大きな影響を与えようとし
ている。一方で近年の中国は、特に習近平指導部発足以降、極めて強硬な対外政策を展開し、米中関係は覇権を巡る争い
と化している。バイデン政権は国際協調や同盟重視を掲げてトランプ政権との違いを示そうとしているが、その対中政策
及び米中関係がいかに展開するか。我が国の外交政策立案においても重要となる当課題について研究を進める予定だ。

社会活動（学外委員等）

現在
航空自衛隊幹部学校客員研究員
中曽根康弘世界平和研究所客員研究員
21世紀日本フォーラム副代表幹事
日本国際連合協会関西本部理事　　　ほか

講演活動実績
（海外講演）

インド太平洋戦略における日米台協力（令和 2 年 3 月、台湾外交部外交学院）
（国内講演）

日本産業衛生学会、社会教育主事講習（大阪教育大学）、西宮商工会議所青年部、りそなアジア・オセアニア財団、
大阪日台交流協会、東京大学法学部学習相談室、灘校土曜講座、大淀三師会、21 世紀日本アジア協会、東大阪中央
ロータリークラブ、京都西南ロータリークラブ、柑芦会（和歌山大学経済学部同窓会）、国際京都学協会、日本学協会、
INTELLECTUAL GYM、水戸史学会大会、G20 諸宗教フォーラム 2019、金融機関（りそな銀行､ SMBC 日興証券､
三井住友信託銀行､ 東京海上アセットマネジメント､ 三菱 UFJ 国際投信､ 野村アセットマネジメント､ フィデリティ
投信､ 日興アセットマネジメント、アセットマネジメント One 等）　　ほか

（テレビ出演）
そこまで言って委員会 NP（読売テレビ）、ゆうがたサテライト（テレビ愛知）、報道ライブ 21 INsideOUT（BS11）、

けやきヒルズ（AbemaTV）、ウェークアップ！ぷらす（読売テレビ）　　ほか
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研究開発推進センター
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所　　　属 研究開発推進センター　教授

氏　　　名 荊木　美行

専 門 分 野 日本古代史・法制史

所 属 学 会 木簡学会・風土記研究会・日本書紀研究会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

自治体史の編纂 原始・古代の分野で、各地の自治体史の編纂・執筆に協力

文化財の調査 各地の遺跡・遺物、特に古代のものについては調査に協力

市民歴史講座等の
開講

自治体に応じた各地の古代史について、講演会を中心とする歴史講座の開講

連携事業等へのアピールポイント
歴史研究を通じて地域に貢献することを心掛けている。上記のような形で地域の方々に、自分たちの住む地域の歴史と伝
統を再認識していただけるよう努める。

主な研究課題と今後の展開
・題目　『古事記』『日本書紀』風土記を中心とした古代史研究
・概要　日本最古の歴史書である『古事記』『日本書紀』を通じて、古代の日本やヤマト政権の成立過程について考える。
・到達目標　風土記の注釈作業を完成させ、出版する。それによって、一般のかたがたに古典の重要性や面白さを伝えて

いく。

社会活動（学外委員等）

・日本書紀研究会編集委員
・伊勢市文化会議所理事

講演活動実績
『日本書紀』の世界（熱田神宮、令和２年）/『日本書紀』に学ぶ－撰上 1300 年に寄せて－（みえミュージアムセミナー 、
令和２年）/ ヤマト政権と豊国ー景行天皇の西征伝承をめぐってー（歴史をたのしもう会、令和２年）/ 消えた日本書紀と
残った日本書紀―系図一巻と別巻の謎を探る― （豊中歴史同好会、令和３年）
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所　　　属 研究開発推進センター　准教授

氏　　　名 佐野　真人

専 門 分 野 日本古代史／神道史

所 属 学 会 神道史學會／日本歴史学会／史学会／続日本紀研究会／藝林会／神道宗教学会　など

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

日本古代史 朝廷儀礼・祭祀の歴史

神道史 皇室の歴史・祭祀、神宮の歴史・祭祀、『延暦儀式帳』

連携事業等へのアピールポイント
史料に基づいた日本の古代史の研究をしています。特に伊勢の神宮の最重要古典である『延暦儀式帳』の読解をすすめて
います。また、朝廷の儀礼・祭祀について、中国大陸からの影響と日本国内での変遷についても研究課題としています。
普段の生活であまり知ることのできない、それでいて日本文化の根本とも言うべき皇室や伊勢の神宮の祭祀や行事につい
ての情報提供を考えています。

主な研究課題と今後の展開
①「日本古代における朝廷祭祀・儀礼の研究」
　平安時代中期の『西宮記』・『北山抄』・『江家次第』に記載されている年中行事のち恒例化された祭祀・儀礼を、『貞観儀式』
や『内裏式』や当時の貴族の日記を比較し、その祭祀・儀礼の日本における成立論と変遷について考察を加える。また、
皇位継承儀礼（譲位・践祚・即位・大嘗祭）の諸資料を調査し、歴史的変遷について検討を加える。
②「延暦儀式帳の研究」
　伊勢の神宮の最重要古典である『延暦儀式帳』を解読する。『延暦儀式帳』の注釈書としては、近世後期の中川経雅の『大
神宮儀式解』と橋村正兌の『外宮儀式解』のみであり、それ以降今日までの研究成果を収集・整理する。そして令和期の
学問水準における『延暦儀式帳』の注釈書を編纂し、これまでの神宮における学問の伝統と、その研究成果を継承した伊
勢神宮研究に関する基本資料を学界に提供する。

社会活動（学外委員等）

神道史學會委員（平成25 年６月～現在に至る）
八坂神社文教委員（平成30 年７月～現在に至る）

講演活動実績
・四日市熟年大学講義「令和御大礼の成果と課題」（於：四日市市立三浜文化会館、令和2年11月12日）
・NIPPON の原点を学ぶ三重の魅力発信セミナー「皇位継承と伊勢神宮」（於：三重テラス、令和元年10 月11 日）
・神戸芸術文化会議学術セミナー「皇位継承儀礼を考える」（於：神戸ポートピアホテル、平成31 年１月23 日）
・三重県神社庁上野支部記念講演「皇位継承儀礼の基礎知識」（於：敢国神社、平成30 年12 月11 日）
・福岡県神社庁第二地区神職会教養研修会「皇位継承儀礼の基礎知識（於：岡田神社、平成30 年9 月7 日）
・神武天皇論特別講演会「平安時代から中世における神武天皇観」（於：橿原神宮、平成30 年2 月25 日）
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所　　　属 研究開発推進センター　准教授

氏　　　名 塩川　哲朗

専 門 分 野 古代神祇史／神道史／学説史・思想史

所 属 学 会 神道宗教学会／神道史学会／史学会

キーワード 民俗学・神道 歴史・文化 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

天皇・神道の歴史 天皇と神道の歴史と文化

神社・神道・祭り 伊勢神宮などの神宮・神社、神道、祭りの意味と歴史・文化

神道古典 古事記・日本書紀・祝詞（延喜式）などの古典の読解とその世界観

連携事業等へのアピールポイント
古代の天皇、古代国家、伊勢神宮による祭りとその歴史が主な研究テーマですが、西田長男や折口信夫、津田左右吉など
大嘗祭や神道祭祀、古典に関わる学説史・思想史も研究しています。近年、皇室や神社・神道、祭りや伝統への関心が高まっ
ています。それは外国人の日本への関心だけでなく、日本人自身が自分たちの歴史や文化を再認識することの必要性が高
まったからでもあります。グローバル化の促進と批判が高まったことで、普遍性だけでなく地域性が見直され、日本の伝
統文化や祭りなどが尊重されるようになりました。しかし、神道や祭祀には一部の偏見に基づく誤解が拡散された過去が
あり、正確な知識に基づいた理解が必要とされていることも事実です。神道や祭りは列島に住む人々が自然と共生し、そ
の日々の生活の中から育まれた文化です。その信仰・思想の様態や歴史を振り返ることは、人間にとって大事なこと・必
要なこと、未来に残していくべきものとは何かを探す良いきっかけとなるでしょう。

主な研究課題と今後の展開
【題目】皇室祭祀の研究、伊勢神宮祭祀の研究、災害・祟りと祭祀
【概要】天皇が即位後初めて行う一代一度の祭りである大嘗祭が歴史的にどのように形成され、変遷していったのかを捉え、
祭りの本質とは何かを考える。また、天皇の祖である天照大神が鎮座する伊勢神宮の祭りの歴史を研究する。災害と神の
祟りとの関係を古代の文献から分析し、古代の災害に対して祭りの果たした意味や効果を考察する。

【目的・研究内容】大嘗祭に代表される天皇の祭りは古代から現代にまで続いてきたものとされ、その歴史や意味につい
ては様々な見解が呈されているが、偏見や邪推を排し、史料に基づいた学術的な考えを確立していく必要がある。平安時
代の儀式書から、古代における大嘗祭の全体構造を復元し、古事記・日本書紀や六国史からその形成過程と成立時期を分
析して、史料から大嘗祭の本質に迫る。また、伊勢神宮最古の儀式書である『延暦儀式帳』の注釈作業を進め、古代の伊
勢神宮祭祀の実態を明らかにする。そして、古代の列島における人間の信仰とその営みの分析から、神と人とがどのよう
な関係を育み、自然災害に対応したのか、災害と祟り、祭祀の関係性を分析することで明らかにする。

社会活動（学外委員等）

神道宗教学会　研究幹事（平成 27 年 5 月～令和 2 年 3 月）
島根県古代文化センター客員研究員（令和 2 年 6 月～現在に至る）
神道史学会 委員（令和 3 年 6 月～現在に至る）

講演活動実績
國學院大學博物館企画展「列島の祈り―祈年祭・新嘗祭・大嘗祭―」ミュージアムトーク「資料から見た大嘗祭」（平成
30 年 11 月 17 日／同ミュージアムトーク「資料から見た大嘗祭②」（平成 30 年 12 月 22 日）／飯能市文化財講座「皇
位継承に関する行事とその意味―譲位・即位儀を中心に―」（令和元年 10 月 19 日）／鶴岡八幡宮鎌倉市氏子総代会 70
周年記念講演企画展「即位・大嘗祭―天皇の御即位と古代より続く神へのおもてなし―」（令和元年 10 月 25 日）／國學
院大學博物館企画展「大嘗祭」ミュージアムトーク「衣食住と大嘗祭」（令和元年 11 月 16 日）
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所　　　属 研究開発推進センター　特命准教授

氏　　　名 浦野　綾子

専 門 分 野 近世文学

所 属 学 会 日本近世文学会／東海近世文学会／日本図書館文化史研究会／中世文学会／
神道史學會

キーワード 文学・言語学

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

近世文学 国学者（特に本居宣長や長野義言について）

連携事業等へのアピールポイント
　国学者、特に長野義言について関心をもっています。義言は国学をどう捉えていたのか、どのように伝えたのか、国学
者としての義言はどんな人物だったのか、といったことを、現存する資料を読み解きながら調査しています。

主な研究課題と今後の展開
「長野義言の研究」
近世期の人々が本居宣長の教えをどのように受容し伝播していったかを明らかにするため、長野義言の研究、および、国
学者とその周辺の国学ネットワークについて研究する。

社会活動（学外委員等）

神道史學會委員（令和元年 6 月～現在に至る）

講演活動実績
特記事項なし
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所　　　属 研究開発推進センター　助教

氏　　　名 小林　郁

専 門 分 野 日本中世史／神道史

所 属 学 会 中世史研究会／神道史學會／日本古文書学会／神道宗教學會／日本道教学会

キーワード 歴史・文化 民俗学・神道

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

歴史・伝統文化 日本中世史・伊勢神宮の歴史・佐川記念神道博物館の展示に関する講演

文化振興活動 地域施設・教育機関等への出前授業（博物館関連）

連携事業等へのアピールポイント
　伊勢御師に関わる史料を読み解き、神宮の歴史や伊勢信仰について研究しています。日本中世社会において、伊勢信仰
はどのように浸透していったのか、その立役者たる伊勢御師はどのような過程で発生し、社会にどのような影響を及ぼし
たのか、等について分析しています。最近は近代史料に触れる機会も多いため、御師制度廃止後の旧御師家の動向につい
ても興味をもっています。また、現在佐川記念神道博物館に勤務中であり、文化財 IPM コーディネータ・準デジタルアー
キビストの資格も有しておりますので、地域の歴史や文化財の保護・活用について、様々な視点からお話しできればと思っ
ています。

主な研究課題と今後の展開
＜研究課題＞

「伊勢御師と伊勢信仰に関する研究」

＜今後の展開＞
現在整理・調査中の「伊勢御師橋村家関係資料」等を素材に、中世～近世における伊勢御師の活動や伊勢御師の「家」に
関すること、近代以降の旧御師家に関する研究を行う。また、中世の「檀那帳」を収集し、そこから読み取れる情報から、
中世における伊勢信仰・伊勢御師の発生過程等についての研究を行う。

社会活動（学外委員等）

特定非営利活動法人旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議客員研究員（平成 27 年～現在に至る）／神道史學會委員（平成 29
年～現在に至る）

講演活動実績
学習支援部コミュニティースクール歴史学習支援「あっ、歴史発見！」（学校運営協議会 松阪市立米ノ庄小学校学校支援
地域本部 学習支援部歴史学習支援、令和元年～現在）／暮らっしっく日本五十鈴塾「伊勢歌舞伎と「千束屋」～史資料か
ら読み解く伊勢古市～」（公益財団法人伊勢文化会議所、令和４年６月）／鼎談：皇學館大学教員と語る伊勢の芸能文化

「伊勢に恋した江戸市民～伊勢と芸能のふかいつながり～」（松井今朝子・前田憲司・小林郁、伊勢市観光文化会館指定管
理者 株式会社ケイミックスパブリックビジネス、令和４年 10 月）／第 572 回伊勢郷土会講演会「御師の形成と発展」（伊
勢郷土会、令和４年 10 月）／おかげ講習「伊勢御師にみる “ おもてなし ” の歴史」（株式会社伊勢福、令和４年 11 月）
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教育開発センター
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所　　　属 教育開発センター　特命教授

氏　　　名 中村　哲夫

専 門 分 野 体育・スポーツ史

所 属 学 会 日本体育学会 / スポーツ史学会 / 東北アジア体育・スポーツ史学会

キーワード 芸術・スポーツ

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

体育やスポーツの
歴史分野

オリンピックやスポーツの発展の過程を歴史的に考える。

連携事業等へのアピールポイント
オリンピックやワールドカップ等のトップレベルのスポーツ、また健康や充実した生活のために一般の人たちが行う地域
のスポーツや生涯スポーツ等、現代の社会の中でスポーツのもつ意味や役割が大きくなってきています。スポーツを無視
して、現代の世界や社会を語ることはできません。スポーツとは何か、どのように発展して社会的な広がりを持つように
なったのか、私たちとスポーツとの関係を考えていきたいと思います。

主な研究課題と今後の展開
題目：第12回オリンピック東京大会の中止に関する研究
概要：昭和15年に東京で開催予定の第12回オリンピック大会は、戦争のために中止になりました。この大会の招致・準
備・返上の過程を、国内外の政治的・社会的・競技的な背景の中から考察していきます。
特に、オリンピック大会の主催組織である国際オリンピック委員会（IOC）の動向に注目して、日本の組織委員会とIOC
の関係から、招致・準備・返上の経緯を見ていきます。

社会活動（学外委員等）

「体育学研究」編集委員（平成 28 年～令和 3 年）

講演活動実績
亀山市中央公民館講座「幻となった第 12 回オリンピック東京大会」（令和 3 年 6 月 12 日）
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所　　　属 教育開発センター　准教授

氏　　　名 池山　敦

専 門 分 野 コミュニティ政策、ファシリテーション、ワークショップ

所 属 学 会 コミュニティ政策学会

キーワード 地域づくり 社会教育・生涯学習 体験活動・ワークショップ

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

まちづくり 人口減少、高齢化などの地域課題を調査、報告する

社会教育 わかりやすく地域課題を伝える住民ワークショップの開催

連携事業等へのアピールポイント
複数年に渡り、伊勢志摩地域の自治体より受託研究を受託しています。地域課題をなるべくわかりやすく地域住民の方にお伝え
し、解決策をともに考えるワークショップの実施を行っています。

主な研究課題と今後の展開
・東日本大震災の津波被災地域における自治会の再建（宮城県山元町）
　津波被災自治会において住民意識調査を実施、現地での報告会を行う。
・地域課題を楽しく学べる社会教育プログラムの構築（三重県玉城町）
　アプリによる地域課題の学習できるプログラムの構築

社会活動（学外委員等）

・三重県社会教育委員
・玉城町総合計画審議会長
・伊勢市公益活動促進委員長

講演活動実績
・名張ゆめづくり協働塾～地域づくり活動、その先へ～パネルディスカッションコーディネーター
・玉城町生涯現役シンポジウム、パネルディスカッションコーディネーター

－ 100 －

研究シーズ集



所　　　属 教育開発センター　准教授

氏　　　名 濵畑　靜香

専 門 分 野 日本語学／日本語教育学

所 属 学 会 日本語教育学会／社会言語科学会／日本語プロフィシェンシー研究学会／ACTFL ／
韓国 OPI 研究会／看護と介護の日本語教育研究会 

キーワード 国際理解・外国語 文学・言語学 地域づくり

連携分野（研究活動等の応用可能な分野と用途）

文化振興活動 日本語教育

地域社会活動 多文化共生

連携事業等へのアピールポイント
外国人に対する日本語教育や、日本語に関する研究をしています。地域の日本語学習者の方や、日本語学習者に日本語を
教えたいと思っている方のお手伝いが出来れば嬉しいです。

主な研究課題と今後の展開
・日本語学習者の口頭運用能力測定に関する研究
・EPA（経済連携協定）による外国人看護師候補者の日本語指導に関する研究
　　三重県、医療法人伊勢田中病院及び本学はEPAに基づく外国人看護師候補者への支援に関する連携協定を締結してい

ることから、日本語支援を行っております。外国人看護師候補者の日本語学習面における課題を見つけ、効果的な学習
内容や方法等を研究しているところです。

・災害時の外国人に対する日本語支援
　　令和元年度より、災害時における外国人住民とのコミュニケーションについて、主にやさしい日本語を使ったコ

ミュニケーションの在り方についてお話しさせていただく機会をいただいております。私自身も過去に災害時語学サ
ポーター養成研修に何度か参加させていただきました。災害時に外国人の方々のサポートができるよう努めていると
ころです。

社会活動（学外委員等）

特になし

講演活動実績
・「災害時における外国人住民とのコミュニケーションを考える」（避難所運営研修会、伊勢市、令和４年10月29日、

12月11日）
・「やさしい日本語について」（市町職員・相談窓口対応職員向け研修会、三重県、令和3年6月17日、7月28日、8月

25日、9月29日、10月27日）
・伊勢市国際交流オンラインセミナー（司会・インタビュアー）（伊勢市、令和3年3月7日）
・「災害時における外国人住民とのコミュニケーションを考える」（避難所運営研修会～外国人避難者への対応を考える～、

伊勢市、令和2年11月22日）
・「災害時における外国人住民とのコミュニケーションを考える」（避難所運営研修会～外国人避難者への対応について

考える～、伊勢市、令和2年2月8日）
・「いのちをまもる日本語講座」（外国人住民対象防災説明会、伊勢市、令和元年10月26日）

－ 101 －



キーワード一覧

1. 防災・減災

2. 健康づくり・食育

3. 福祉・高齢者・人口減少

4. 特別支援教育

5. 環境・地理

6. 国際理解・外国語

7. 道徳教育

8. 学校教育

9. 数理・統計

10. 社会教育・生涯学習

11. 体験活動・ワークショップ

12. ＩＣＴ・メディアリテラシー

13. 心理学

14. 芸術・スポーツ

15. 歴史・文化

16. 民俗学・神道

17. 文学・言語学

18. 幼児教育・保育・子育て支援

19. ダイバーシティ

20. 地域づくり

21. 産業・観光

22. 施策立案

23. その他

－ 102 －



索　　　引

１．防災・減災

齋藤　　平 ……………………… 15
中野　一茂 ……………………… 86

２．健康づくり・食育

駒田　聡子 ……………………… 52
小川真由子 ……………………… 62
片山　靖富 ……………………… 63
佐藤　武尊 ……………………… 64

３．福祉・高齢者・人口減少

千邑　淳子 ……………………… 20
大杉　成喜 ……………………… 49
鵜沼　憲晴 ……………………… 75
関根　　薫 ……………………… 77
榎本　悠孝 ……………………… 84
大井智香子 ……………………… 85

４．特別支援教育

大杉　成喜 ……………………… 49
山本　智子 ……………………… 68

５．環境・地理

澤　　友美 ……………………… 71
萩原　浩司 ……………………… 72

６．国際理解・外国語

クリストファー・メイヨー …… 37
張　　　磊 ……………………… 38
豊住　　誠 ……………………… 39
川村　一代 ……………………… 41
玉田　貴裕 ……………………… 45
瓜田　理子 ……………………… 83
中野　一茂 ……………………… 86
村上　政俊 ……………………… 88
濵畑　靜香 …………………… 101

７．道徳教育

髙野　裕基 ……………………… 10
渡邉　　毅 ……………………… 59
新田　　均 ……………………… 81

８．学校教育

服部　直美 ……………………… 33
張　　　磊 ……………………… 38
豊住　　誠 ……………………… 39
川村　一代 ……………………… 41
中山　　真 ……………………… 44
大杉　成喜 ……………………… 49
加藤　純一 ……………………… 50
叶　　俊文 ……………………… 51
勢力　　稔 ……………………… 53
中條　敦仁 ……………………… 54
中松　　豊 ……………………… 55
渡邉　賢二 ……………………… 58
渡邉　　毅 ……………………… 59
市田　敏之 ……………………… 60
井上　兼一 ……………………… 61
小川真由子 ……………………… 62
片山　靖富 ……………………… 63
高橋摩衣子 ……………………… 65
野々垣明子 ……………………… 67
山本　智子 ……………………… 68
上野　祐一 ……………………… 70
澤　　友美 ……………………… 71
萩原　浩司 ……………………… 72

９．数理・統計

中松　　豊 ……………………… 55
村瀬　雅俊 ……………………… 56
上野　祐一 ……………………… 70
澤　　友美 ……………………… 71
藤井　恭子 ……………………… 87

－ 103 －



10．社会教育・生涯学習

岡野　裕行 ……………………… 18
千邑　淳子 ……………………… 20
長谷川　怜 ……………………… 32
服部　直美 ……………………… 33
中條　敦仁 ……………………… 54
村瀬　雅俊 ……………………… 56
野々垣明子 ……………………… 67
池山　　敦 …………………… 100

11．体験活動・ワークショップ

大井智香子 ……………………… 85
池山　　敦 …………………… 100

12．ＩＣＴ・メディアリテラシー

張　　　磊 ……………………… 38
勢力　　稔 ……………………… 53
中條　敦仁 ……………………… 54

13．心理学

芳賀　康朗 ……………………… 40
栗野理恵子 ……………………… 42
高沢　佳司 ……………………… 43
中山　　真 ……………………… 44
叶　　俊文 ……………………… 51
吉田　直樹 ……………………… 57
渡邉　賢二 ……………………… 58

14．芸術・スポーツ

上小倉一志 ……………………… 14
平石　　岳 ……………………… 21
加藤　純一 ……………………… 50
叶　　俊文 ……………………… 51
片山　靖富 ……………………… 63
佐藤　武尊 ……………………… 64
高橋摩衣子 ……………………… 65
岩崎　正彌 ……………………… 82

瓜田　理子 ……………………… 83
中村　哲夫 ……………………… 99

15．歴史・文化

加茂　正典 ……………………… 6
中山　　郁 ……………………… 7
橋本　雅之 ……………………… 8
松本　　丘 ……………………… 9
髙野　裕基 ……………………… 10
田中　康二 ……………………… 16
松下　道信 ……………………… 17
木村　尚志 ……………………… 19
遠藤　慶太 ……………………… 25
岡野　友彦 ……………………… 26
多田　實道 ……………………… 27
谷口　裕信 ……………………… 28
堀内　淳一 ……………………… 29
松浦　光修 ……………………… 30
谷戸　佑紀 ……………………… 31
長谷川　怜 ……………………… 32
クリストファー・メイヨー …… 37
井上　兼一 ……………………… 61
新田　　均 ……………………… 81
岩崎　正彌 ……………………… 82
村上　政俊 ……………………… 88
荊木　美行 ……………………… 91
佐野　真人 ……………………… 92
塩川　哲朗 ……………………… 93
小林　　郁 ……………………… 95

16．民俗学・神道

板井　正斉 ……………………… 5
加茂　正典 ……………………… 6
中山　　郁 ……………………… 7
橋本　雅之 ……………………… 8
松本　　丘 ……………………… 9
髙野　裕基 ……………………… 10
松下　道信 ……………………… 17

索　　　引

－ 104 －



木村　尚志 ……………………… 19
岡野　友彦 ……………………… 26
多田　實道 ……………………… 27
松浦　光修 ……………………… 30
谷戸　佑紀 ……………………… 31
瓜田　理子 ……………………… 83
荊木　美行 ……………………… 91
佐野　真人 ……………………… 92
塩川　哲朗 ……………………… 93
小林　　郁 ……………………… 95

17．文学・言語学

橋本　雅之 ……………………… 8
大島　信生 ……………………… 13
齋藤　　平 ……………………… 15
田中　康二 ……………………… 16
岡野　裕行 ……………………… 18
木村　尚志 ……………………… 19
平石　　岳 ……………………… 21
吉井　　祥 ……………………… 22
服部　直美 ……………………… 33
玉田　貴裕 ……………………… 45
荊木  美行 ………………………… 91
塩川　哲朗 ……………………… 93
浦野　綾子 ……………………… 94
濵畑　靜香 …………………… 101

18 幼児教育・保育・子育て支援

中山　　真 ……………………… 44
駒田　聡子 ……………………… 52
吉田　直樹 ……………………… 57
小川真由子 ……………………… 62
佐藤　武尊 ……………………… 64
高橋摩衣子 ……………………… 65
土谷　長子 ……………………… 66
山本　智子 ……………………… 68
吉田　明弘 ……………………… 69

19. ダイバーシティ

20．地域づくり

板井　正斉 ……………………… 5
齋藤　　平 ……………………… 15
岡野  裕行 ………………………… 18
千邑　淳子 ……………………… 20
渡邉　　毅 ……………………… 59
笠原　正嗣 ……………………… 76
千田　良仁 ……………………… 78
筒井  琢磨 ………………………… 79
大井智香子 ……………………… 85
藤井　恭子 ……………………… 87
池山　　敦 …………………… 100
濵畑　靜香 …………………… 101

21．産業・観光

長谷川　怜 ……………………… 32
笠原　正嗣 ……………………… 76
千田　良仁 ……………………… 78
岩崎　正彌 ……………………… 82
藤井　恭子 ……………………… 87

22．施策立案

千田　良仁 ……………………… 78
新田　　均 ……………………… 81
榎本　悠孝 ……………………… 84

23．その他

中松　　豊 ……………………… 55
村瀬　雅俊 ……………………… 56
富永　　健 ……………………… 80
中野　一茂 ……………………… 86
村上　政俊 ……………………… 88

索　　　引

－ 105 －




